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●畜産分野における技術協力の要請は着実に増大するばかりでなく，その内容も多様化しております。（ネ廿畜産技術

協会としては， 畜産に携わっている技術者の皆様方に， 洵外技術協力に対するご理解を一層深めていただくととも

に， 自ら派遣専門家として洵外に赴き，より多くの間発途上国の人々と技術交流を通じた相互理解を深め，さらに

その体験をもとに 日本の畜産の発展に貢献していただければと思っております。

●（社畜産技術協会は、畜産に関する国際協力を事業目的の一つとしており，海外派遣のた

めの人材登録の業務を行っています。

海外での畜産技術協力に参加したい方々，将来参加しようと考えている方々には是非登

録されることをお奨めします。

●具体的には「海外における畜産技術協力専門家派遣についての意向調査票」に記人いただき，当会にご提出

いただくだけて登録されます。調査票については，下記にお問い合わせ下さい。

●包装規格

400~ アルミ袋XIO袋

社団法人畜産技術協会

〒113東京都文京区湯島 3-20-9緬羊会館内

Tel.03-3836-2301 (代表） F ax.03-3836-2302 
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こんなに ●肉色をおとさない

●きめ・しまりをおとさない

●出荷牛の歩留まり向上

●素牛輸送ストレスを
軽減できる

大切に育てた

あなたの牛が
その実力とうりに
評価されます。

素晴らLい．／

だから

●うまく与えれば

出荷も安心

●上手な使い方が

あります

●詳しくは下記まで

こ相談ください

ダンポール箱入り（経口投与器付き）

JAグループ

雌農協l~l経済連 悶〇株式紐科学調料研究所
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r究所だより（本文25頁~29頁）l

酪農F営の安定を目｝旨した
ス パーカウ胚の移植

京都府碇寓顧総合牧場

柵越自由哺乳による親子分離放牧

~ fl 

ト、,,,.-. ,.'、

ふれあい広場（平成 5年に併設）



＇ 地域の動き（本文42頁~44頁） l 

111111, ... , .. 
豊翔工場内
「デザート充てん機（今年度更新予定）
新商品開発のカギを握るか」

HG年 4月からの共同製造に向け、議論を重ねる
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松川正
(TADASHI 

低コスト化研究と高品質化研究 l、J-..:孟儡ば場~)
昨年末のガット・ウルグアイラウンド農業合意を受けて，農業研究センターては総合
研究官が分担して，稲及びいくつかの畑作物，畜産，果樹，野菜等の作目について今後
の研究方向を検討した。

各作目て共通していたのは，研究の二大方向を，生産コストの低減技術と高品質化技l 術にしていたことてあった。無論畜産においても例外てはなかった。
I, 低コスト化技術の研究は我々の先輩の時代も含めて研究の歴史は長い。研究担当者が

低コスト化に寄与すると意識したかしなかったかは別として，多くの研究成果が低コス

ト化に寄与してきた。生物学的な効率をあげるための研究は生産費低減技術に結びつく
ことが多いのてある。研究のノウハウの蓄積も多い。

今後畜産物貿易が国際化する中て‘わが国の畜産が生き抜くためには，低コスト化と併
せて，高品質化・高付加価値化が重要なことになる。というところまては，実は誰にて‘
も分かることなのて‘ある。

ては，畜産物の高品質化・高付加価値化に寄与する研究としていま何をするべきか，
と問われると立ち止まって考える人が多いのて‘‘はないか。

牛肉を例に取ってみる。牛肉の輸入が自由化された後も和牛は健闘している。優れた
遺伝的能力と高い飼養管理技術のたまものてある。霜降り肉＝高級牛肉＝差別化商品と
して，生産野の割りには高く売れるならば，生産者が霜降り肉生産に努力するのは当然
l のことてある。
だが，研究はどうてあろう。霜降り肉の研究も重要てあることは否定しない。しかし
それは現状追随てある。霜降り肉にかわる高品質牛肉とは何か， という辺りの研究につ
いて，生産から流通技術まてを視野にいれた上て戦略を練って研究を実施する必要があ
ると思っている。

このような課題は伝統的な畜産研究の分野からの発想だけては限界があろう。今まて‘‘
異分野と考えてきた人たちとの情報交換，交流が従来以上に必要となる。

同じことは牛乳についても言える。高品質牛乳のキーワードの中に何を入れこんてい
くのが最もよいのか， そのための研究としては何が必要なのか。戦略を練る上ても，研
究を実施する上ても多くの分野の人たちの情報が必要だと思う。

高品質化研究は低コスト化研究以上に戦略が重要てあると考えている。

ヽ ←ヽ＼ゞ 、ゞ＼、`＼ゞゞヽゞ 、ゞ ゞヽ ゞゞ｀ゞヽゞ Cゞ .° ,~ ~ • 
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特集 i
技術協力

今やわが国は世界最大の援助国となったが，

「ODA白書」ては，国際的にイニシアチブを

取ることが必要てあるとしている。そこて',

今迄の技術協力の経験を踏まえ，今後のあり

方について考えるために，今回特集を組むこ

ととした。 （編集委員会）

技術協力の動向と課題

農業開発アドバイザーの経験から

プロジェクト・リーダーの立場から

プロジェクト・リーダーの立場から

短期専門家の立場から

青年海外協力隊員の立場から

上野語男

西村欝

菊池武昭

國安主税

山下秀應

木下真弓

技術協力の動向と課題
上野嘩男(TERUOUENO) 吋日本軽種馬登録協会

我が国の途上国に対する技術協力がスター

トしたのが昭和29年のコロンボ・プランヘの

加盟てあるとすると， それから既に40年が経

過したことになる。この間畜産の分野ても数

多くの協力が仕組まれ，多数の技術者が派遣

されてきた。しかしながら近年においては，

次に述べるような主として被援助国の事情の

変化により，新たな視点の下に技術協力に取

り組む必要が生じているように思われる。

その第ーは途上国における食糧供給能力の

向上てある。勿論世界の一部には内戦や天災

などによる飢餓や，人口の爆発によって供給

の不足をきたしている地域がないわけてはな

いが，総じて言えば基礎的な食糧の量的確保

を果たし得た国が多くなっている。そのよう

な国ては食糧の量から質への転換が求められ，

中ても動物性蛋臼質即ち畜産物の増産を政策

の重点に位置付けている例がかなり認められ

る。この種の国が増えるにつれて畜産関係の

R 畜産技術 1994年11月号

技術協力に対する要望が強まっており，我が

国の対応が迫られている。

第二は援助地域の拡大てある。技術協力発

足当初は地理的な関係からどうしても東南ア

ジアが主力てあったが，次第に中近東や中南

米さらにはアフリカにまて地域は広がってき

ている。また旧共産圏諸国からも協力が求め

られるようになっており， こうした多様な地

域を相手にそれに合わせた適切な指導を行う

のは容易ならぬことと思われる。

第三は被援助国の階層分離てある。かつて

は一様に貧しかった発展途上国の中にも目覚

ましい経済発展を遂げた国がある反面，生活

がむしろ悪化しているような国もある。また

社会体制の崩壊や戦争・内乱などの後遺症に

苦しんている国もある。このような技術協力

の相手国の事情が多様化してきた今，画一的

に仕組まれた技術協力ては実質的な効果が期

待し得ないことは言うまてもない。従来にも

一



D今後のあり方
附して当該国の農業や畜産事情を正確に把握

し，状況に合った技術指導を行うことが求め

；れているのてある。

以上述べたような新たな課題が生 じている

0と同時に，有意義な案件の発掘や優れた派

般術者の確保，相手側の受入れ体制の充実

~ It/:' といった， 古 くからの問題点も依然とし
浅されている。これらの課題を克服して畜

産技術協力を一層発展させるこめには， これ

行に蓄積された体験や知識を眠らせること

なく充分に活用してゆく必要があると思われ

る。そのような観点か ら，この特集ては最近

まて‘さまざまな立場て技術協力の第一線て活

躍してこられた方々にお願いして，各自の体

験を通じたこれからの技術協力に対する意見

や希望を述べていただくことにした。執筆者

各位の生々しい報告や，素直な意見がこれか

ら国際協力の発展に役立つよう期待するもの

てある。

農業開発アドバイザーの経験から
西村博(HIROSHINISHIMURA) 

I. はじめに

援助国の被援助国への海外協力ては，技術

~ j! 援助国から被援助国に一方的に流れていく

切てはなく，被援助国の持つ特異て有益な

賄，知見も又，援助国の方に流れ，援助国

嗅業の発展を大いに促進させる効果を持っ

ている。しかし， その効果量は被援助国の技

情レベル，協力に携わる専門家の活動の量・

〖に大きく左右されるのは言うまてもない。
: 0)紙面において，先ず，海外協力が援助国

1: も技術的効果を及ばすこと及び熱帯畜産の

罰異性に若干触れながら，我が国の畜産分野

0悔外協力の今後の在り方について，過去の

i年間の豪州熱帯牛研究所ての研修，タイ国

て0)3年間の国際協力事業団専門家（農業協

...__ 

家畜改良センター長野牧場長

同組合省事務次官局に勤務）の経験を踏まえ

て，以下のように述べることとする。

2. 国際協力援助が援助国にもた
らす技術的効果

被援助国への技術援助の中て派遣された専

門家は，技術移転の過程て他先進技術国の新

しく有益な技術，知見の取得（日本以外の援

助国，国際機関の技術援助，海外留学から導

入された技術知見のこと），日本ての技術開発

に応用可能な熱帯国の技術，知見の取得（熱

帯国の持つ特異な自然環境，遺伝資源の中て‘

開発されたユニークな技術，知見），海外の有

益な遺伝資源についての認識及びその利用の

促進（日本に存在しない動物，牧草の遺伝資

源による日本の家畜，牧草改良の可能性），農

畜産技術 1994年11月号。



業，畜産の一般情報の取得（将来の研究の上

ての有益な情報となる海外の畜産獣医研究所，

学術文献雑誌，研究者等），外国語，国際感覚

の習得（任国の歴史，宗教，文化，習慣等へ

の理解及び，任国，他援助国の研究者，技術

者との交流を通じ） と言った日本の畜産の発

展につながる有益な利益，効果を受けること

になる。

3. 温帯畜産とは異なる熱帯の畜
産

熱帯畜産技術は温帯のそれとはかなり異な

るのて‘ヽ，派遣前に熱帯畜産技術について理解

しておく必要がある。さもないと，成果の少

ない協力に終わってしまう危険性がある。こ

の熱帯畜産の特徴について，以下，熱帯ての

肉牛飼育技術の場合を取り上げて述べてみる

ことにする。熱帯諸国ては，我が国のような

温帯地域国とは異なり，暑熱，高湿度，強い

太隔光線，乾季の降水不足（水不足）等の過

酷な自然条件及び， これらの自然条件から惹

起される 2次的不良自然条件（草の栄養価の

季節的変動，牛に悪い影響を与えるダニ，サ

シバエ等の外部寄生虫，内部寄生虫の蔓延，

家畜疾病の蔓延等）が存在している。このた

め，温帯地方ては高い生産性を持つ温帯牛

(Bos Tauras)を熱帯地域に導入すると，上

述の厳しい自然環境ストレスに全く抵抗性を

持たないため，これらストレスから打撃を受

け， その結果として，極めて不良な発育，繁

殖能力，保育能力，抗病性，高い致死率が発

現される。このような環境ストレスの高い熱

帯て効率的な牛生産を行っていくには，熱帯

に適した牛の造成（熱帯ストレスに抵抗性を

持つその地域の在来の，又は他地域の在来の

熱帯牛（総称て‘‘ゼブー牛，学術名Indicus)と

温帯地域て高い生産能力を具備している温帯

牛の交雑により生産），熱帯環境ストレスから

の影響を和らげるための適切な牛飼育管理

〇 畜産技術 1994年11月号

（季節繁殖等）の導入，飼料不足となる乾季

の飼料供給対策（熱帯牧草導入による草地改

良，補助飼料給与等）の 3大改善策を同時に

実施していくことが重要てある。

4. 効果的な海外畜産協力を推進
するための方策

被援助国のニーズに沿って，有益て，効果

的，効率的な畜産援助を実施していくために

は，以下の方策を実施することが極めて重要

てある。

1)海外での活躍を一層可能にする“専門家

の質的レベルの向上”

被援助国の要望に答え，効果的な海外協力

を可能にするには，派遣される専門家は海外

ての業務，生活によく適応出来るよう十分な

専門分野の知識，技術（熱帯畜産技術を含め）

を持っているばかりてなく，派遣前に派遣さ

れる任国の文化，習慣，生活事情に関する理

解，任国のカウンターパート技術者との共通

言語となる英語（英語を第 1外国語にする国

ては）の十分な活用能力及び，優れた専門家

心得て‘‘装備しておくことが不可欠てある。

任国の文化，習慣，生活事情，衛生事情に

関する情報， それらへの対応については，目

際協力事業団の実施する派遣前研修の受講て

十分と思われる。 しかし，英語能力について

は，会話，聞き取り， レポート作成等の能力

を派遣前にかなりの程度習得しておくことが

必要てある。この他，任国ての専門家活動て

の優れた専門家心得としては，“任国の歴史，

文化，習慣，言語，食習慣についても関心を

示し，理解を深めると共に，相手国に技術を

教えると共に，相手国からも学ぶと言う謙虚

な姿勢を常に持つこと＂が極めて重要て‘、ある。

このためには，国際協力に豊富な経験を持つ

技術者を海外協力専門家に活用すると共に，

新規参入してくる技術者には自己努力ての勉

学の他，優れた熱帯研究機関ての研修を含め，

---



且下のような技術研修により海外協力専門家

i: 養成することが大切てある。この場合，前

述したように海外技術協力は援助される国の

みならず，援助国，つまり我が国の畜産発展

I: も寄与するものてあることからして，高齢

0ベテランの技術者，研究者のみならず，若

年の専門家も積極的に派遣し，国内畜産技術

開発，研究を推進する技術者，研究者として

0質的向上と海外協力専門家としての養成を

託行うことが効果的てある。

1)熱帯の技術情報の収集と専門家派遣前研

修の実施

|以上のように，熱帯国の農業，畜産は日本

1: ない特異て独特な部分も多くあり，専門家

は事前にその技術について理解しておくこと

が不可欠てある。熱帯国に適さない日本の技

駁を押し付けた協力ては，相手国への技術移

Kにならないばかりか，他の援助国からも非

醒されることになりかねない。熱帯国の畜産

睛については，国際協力事業団の派遣前研

柊ては全くカバーされていない。又，初めて

悔外に派遣される専門家個人が独学て‘‘この熱

帯畜産技術を習得することはかなり困難てあ

る。このため， この問題に対し組織的に対処

することが必要てあり，派遣前専門家への事

賊術研修として，『専門家心得』，『熱帯国畜

|産技術』を指導出来る体制を確立することが

重要てある。又， これと並行して，派遣され

る専門家の業務を支援するため，熱帯国畜産

伎術資料，熱帯畜産関係資料等の作成，帰国

専門家の収集した知見・技術報告等の収集・

闘，熱帯畜産技術マニュアルの作成等を早

急に行うことも重要てある。又，派遣中の専

唸は厳しい環境，条件の中て‘技術問題に直

周する中てその解決に困窮することになるが，

叫への支援のため，組織化された熱帯専

r, 家による技術提供サービス等も必要てある。
これらの専門家支援事業（事前技術研修，熱

闘畜産技術資料等の作成・配布，技術提供

． 

サービス等）が畜産技術協会を通じて効果的

に実施されることが強く望まれる。

3)被援助国が真に必要とする援助案件の形

成

被援助国への海外協力は， その国の国家社

会開発長期計画，農業，畜産の現状に即して，

その国の真のニーズに合致するよう行うべき

てある。換言すれば， 日本の援助し易い案件

の形成・選択ては， 日本型の技術の押し付け

になり易く，被援助国が必要としている技術

移転となりにくいきらいもある。この意味て",

その国の農業の中に畜産がどう位置付けられ

ているかを十分理解し，畜産の発展はどうあ

るべきかに精通している専門家の知見も加味

し，被援助国が真に要求する援助案件の選択

及びその援助方向の検討が必要てある。人工

受精， ET分野は日本の強い技術と言っても

それ自身，繁殖，改良の一手段にすぎないも

のてあり， この分野を中心とした技術協カプ

ロジェクトては協力分野においてバランスに

欠く危険性もありうる。又， 日本にない技術

分野て‘‘あるため協力出来ないと言う考えては，

幅広く熱帯畜産技術に強い専門家を養成する

ことは出来ないため，将来的にも新しい分野

への協力の展開を図ることは困難て‘‘あろう。

家畜飼育の点て‘‘は共通の甚本的部分があるこ

とから，先ずは専門家を派遣して，協力を通

じてその分野の専門家を養成していくと言う

柔軟な対応も必要と思われる。この例として

は，水牛飼育等が考えられる。

4)開発調査案件への協力

被援助国からの技術協カフ゜ロジェクト要請

には，直接技術協カフ°ロジェクト案件として

要請される場合の他，開発調査要請に答えて

派遣された開発調査団の提出する開発調査計

画書に基づいて要請される技術協カプロジェ

クト案件（なお，一般無償協力，有償協力に

由来するものもある）もある。このため，開

発調査事業に協力することは，被援助国の畜
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産業，畜産行政，畜産を取り巻く環境に関す

る情報を極めて詳細に収集出米， その後の優

れた技術協カプロジェクト案件の選択及び円

滑な実施を可能にしてくれるはかりてなく，

技術協カプロジェクト案件形成にもつながるの

て‘，海外派遣に広範な経験，知識を有する専門

家を組織化して，開発調査事業協力要請にも協

力する体制作りに着手することも重要てある。

5. おわりに

以上のように，熱帯畜産は我が国の畜産と

大きく異なる点が多く，又，海外協力それ自

身も多様化，拡大化しているのて，国内の通

常業務の片手間的対応て‘‘はもはやその円滑，

効果的，効率的実施，調整は困難と思われる。

従って，海外協力を有効て‘効果的かつ効率的

なものにするためには，既に活躍している優

れた専門家の活用及び新たに参加してくる専

門家の計画的養成を行うと共に，熱帯の畜産

技術ノウハウ， これらの国の畜産事情・開発

方向に関する情報の収集・活用の推進，派遣

専門家への技術支援，専門家の組織化，支援

組織・支援体制の強化等を図ることが極めて

重要てある。

プロジェクト・リーダーの立場から
菊池武昭 (TAKEAKI KIKUCHI) 

1 . はじめに

突然の電話て‘‘急ぎ「技術協力の今後のあり

方」についての原稿を依頼されたとき，考え

る余裕もないのて戸惑ったが，以前， 日本国

際協力事業団から調査団員，専門家を委嘱さ

れ，プロジェクト方式技術協力に関係したこ

とがあるのて‘ヽ ， それらの体験を基に私見を述

べてみたい。したがって，表題の技術協力は，

政府ベースの場合を前提にしている。

？．技術協力の仕組み

現行の技術協力は，知名度の高い政府開発

援助 (ODA)の一環てある。 ODAは開発途上

国の経済開発，福祉増進を援助する経済協力

てあり，二国間贈与，二国間政府貸付等，国

際機関に対する出資・拠出等，以上の 3区分

て行われる。最初の二国間贈与が資金協力，

および表題と関連する技術協力の両者てなり，

ともに無償の供与による援助てある。つまり
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二国間贈与は，査金協力てヵォ、（資金）やモ

ノ（建物・施設・機械）を供与するばかりて

なく，技術協力てワザ（技術）を供与する仕

組みの援助になる。

技術協力の概要は，調査団員・専門家・青

年海外協力隊員の派遣，必要な機材の供与，

研修員の受入れ，以上の仕様て相手国に技術

の移転をはかることになる。技術協力とは技

術の移転てあり，技術とは科学の理論を実際

に応用し， 自然を人間生活に役立てるように

利用するワザ（手段）てあり， ヒトてあるか

ら，結論には技術を修得した自立可能の人材

（技術者）が育たなければならない。技術協

カの概説に登場する援助・支援・協カ・贈与・

供与等の語意と用法は難しく，要するに「カ

ォ、・モノ・ワザがタダて貰える」と，相手側

に誤解されやすいのて‘，用語と姿勢には慎重

な注意が必要てある。

技術協力に技術者が要請されるのは，技術

協力案件の発掘から終結まての各種調査に対

-



ける調査団員，現地に赴任して技術課題に

垢する専門家・青年海外協力隊員てある。

構者数が最も多いのは，技術協力の第一線

泣ち，中心的役割りを担う専門家・青年海

備力隊員てあって，意義に感じ意気に感ず

i技術者の参画が待望されている。

L畜産分野の技術協力

II開発途上国の畜産断面

開発途上国の現状は， その多くは農業国て‘

秘が，穀物・畜産物の生産量は，先進国に

がて伸び率が低い状態にある。 とくに，国

|〖生活に重要な地位を占める畜産は，古くか
池く普及・定着してはいるが， その生産体

紺土地利用を含めて旧態依然とし，放置同

籾状態におかれている。

パラグァイ国の自然草資源に依存する放牧

似系の肉牛生産をみると，繁殖牛の初妊月

I・ 分娩間隔， 自然哺乳子牛の発育数値，育

許の出荷月齢等は，いずれも遅延状態にあ

ぅてバラッキが大きい。育成牛の体重は，春

から秋まての 9ヵ月間に180kg増加し，冬の 3

か月間に60kg減少しており，年間の体重増加

1ll20kgてある。放牧管理者（ガウチョ）等

，l, 草生の良い草地を探して誘導放牧するの

~ 
判常業務て，繁殖牛群の妊娠割合や育成割

令には運・不運があると言う。冬季の体重減

少が繁殖牛の繁殖機能，育成牛の発育生理に

息影響をおよぼすことなど，諸項目の遅延現

復I:は同年放牧の草地基盤，集団飼養の栄

t管理 ・繁殖管理・育成管理技術に欠落・弱

舟のあることがうかがわれる。

モンゴル国の自然草資源に依存する遊牧体

困の肉畜生産をみ ると，年間の 5-9月が生

直放牧期， 10-翌年4月が乾草群飼期て‘，放

昧期の 8-9月が集中出荷期てある。繁殖

mの妊娠割合は， 牛90%・ヤク89%・馬78%・

知2%.山羊91%てあり，育成割合は各畜

息しも妊娠割合から14-16%低下する。ホル

スタイン種牛の日搾乳量は，夏季 9kg・ 冬季

4 kgてある。遊牧管理者（ゲルの主人）等は，

各畜種の妊娠割合・育成割合がさらに下回る

場合もあり， また，自然草地の劣化・荒廃が

目立つようになったと言う。在来の肉畜生産

体系は，大陸性気候下の典型的な季節生産て‘

あるが，市場経済への移行に伴う需要と供給

に矛盾が顕在化している。肉畜の生産性が低

く，不安定な年間変動があるのは，パラグア

イ国の場合と同様の問題が複合しているとう

かがわれる。

(2) 技術協力の案件発掘

技術協力の要請件数は年々増加しており，

1993年度プロジェクト方式技術協力の件数は

約140件に達している。そのなかに農林水産関

係は94件の過半数を占めるが， うち畜産分野

は9件て比較的少ない。畜産分野の内訳をみ

ると，国別に個性があって分類し難いが，要

約すれば獣医・防疫・繁殖・育種系てあり，

草地・飼料・栄養・管理等に焦点をおくのは

影が薄いとみられる。

開発途上国に在来する慣行の畜産は，前述

の断面から察せられるように，家畜本来の経

済能力が発揮されない実態にあり，飼養と管

理の基本技術に改良・改善の余地が多分にあ

る。加えて経済社会の変化に伴う国土の土地

利用，および畜産物の加工流通を視野に入れ，

今後の家畜生産体系を確立するには，先進技

術の応用による現地適性技術の開発が必要と

言える。

日本の畜産を振り返えると，かつては開発

途上国と類似する時代があり，ここ40-50年

間の畜産技術は目覚ましい進歩を遂げている。

その間に蓄積された畜産技術は，粗放畜産か

ら集約畜産まておよび，失敗や成功の貴重な

技術経験があって，開発途上国における畜産

分野の技術協力に十分役立つことが考えられ

る。ただし，国別の畜産立地には特異性があ

ることから，貢献度の高い技術協力案件を発

畜産技術 1994年11月号、9



掘・形成するには，現地事情に精通する 畜産

専門家技術者の支援がなければならない。

4. 技術協力の基本計画

プロジェクト方式技術協力の碁本計画は，

相手国との協議によって策定され，協力期間

5ヵ年の協力目的と技術協力課題が明示され

ている。 しかし，畜産分野を含むプロジェク

ト方式技術協力の過去実績を調べると，不可

抗力の理由がある場合は別として，当初計画

どおりに終結している事例は皆無に等しく，

大部分は協力期間の延長て‘‘措置されている。

これは技術者として不名誉な問題て‘‘あり， ま

た， それが普通てあるとするのも不自然すぎ

て疑問になる。

経済発展を急ぎたい心情によるものか，機

材供与や技術移転に最新鋭•最先端を要請す

る傾向， それに釣り合う技協課題に高度化の

傾向が一部にみられるのは，関係者の多くが

認めているところてある。相手国の技術水準，

技協成果の波及見通しに確信を欠く過度の機

材供与や技術移転は，カウンターパー トに過

剰の負担となり，終には押付けの技術協力と

曲解される恐れがある。

開発途上国が切実な問題として要請する技

術協力は，経済発展に有効な実践技術がより

重要視され，不確実な将来のための技術を考

える余裕がないのが現実てあろう。したがっ

て，基本計画の技協課題は，相互が目的と必

要性を十分に納得し，現実の技術水準を踏え

て背伸びすることなく，着実な到達目標と波

及成果に見通しを立て，意欲をもって取り組

めることが重要てある。技協課題の策定は，

技術協力の正否を握る鍵てあることから，相

互が十分な時間と勢力を投入 して協議 ・立案

する必要があることを強調 したい。

5. 技術協力の補強事項

技術協力の実施要領は，すてに制度化され
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ているとおりてあるが，運営上の改普措置を

要望 したい。

(1) 専門家派遣

専門家の人選は，国内の支援組織が全国を

視野に候補者を選出し，所属機関との交渉に

よって決めている。

今後，技術協力の拡充に伴う専門家派遣を

機能化するには，支援組織が巷本計画の技協

課題別に対応する機関をあらかじめ設定し，

同一機関から専門家が継承派遣される体制を

要望したい。対応機関は関係省庁のはか都道

府県・民間等を含めて組織化されると，専門

家の人選がより容易になり，現地ては思想統

ー しての技術移転が可能になる。

次に，専門家派遣の枠数は，基本計画の策

定時に決められているが，技術移転の規模に

応じて同時に複数の専門家が派遣て‘‘きる措置，

また，技術移転の進捗事情に応じて長期l名

枠を短期 2-3名枠に切換えてきる措置を要

望したい。この応用措置が可能になれば，弱

点突破型の技術移転を濃密にはかることが可

能になる。

(2) 研修員受入れ

研修員受入れ制度は，技術移転の進捗をは

かり，知識を広める機会になるのて‘ヽ，極めて

高く評価される。ただし，相手側が研修員候

補者を先に人選して協議し，専門家側の意向

と合致しない場合に，両者て‘、その処理に苦慮

することがある。

研修員受入れ制度の乱用を避け，技協課題

に適切な研修員候補者を厳選するには，相手

側と専門家側とが平等の立場て協議 ・選出す

ることを明文化しておく必要がある。技術移

転に責任を負う専門家に見解があるのは，極

めて当然な ことてある。

6 . おわりに

ドイツ国の専門家が技術協力に取組む現場

に居合わせ，ー服の名画を見る思いがあった。
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専門家とカウンターパートとの関係は，日本 時間外は時折り自室て語り合い，連れ立って

屑の教授と学生のようて‘‘はなく，同じレベル 街を散策し，小旅行を楽しむなど，専門家と

（共に考え学び合う友人のようてあり，カウ 言 うより国際友好の親善大使に思えた。

yターパートの主体性を自然に引出していた。

プロジェクト・リーダーの立場から
（アセアン家禽病研究・訓練センタープロジェクトを終わって）

國安主税(CHIKARAKUNIYASU) 

東南アジア諸国連合 (Association of 

~South East Asian Nation, 以下アセアン）

〇要請による国際協力事業団 (JICA)のアセ

7ン家禽病研究 ・訓練センター (APDRTC)

認プロジェクトは1993年 4月16日に第三国

罷フ゜ロジェクトを残して終了した。本プロ

ジェクトはアセアン地域における家禽疾病の

蹄技術向上を目的として計画されたものて',

切詳細は既に本誌1993年11月号から1994年

i月号まての 4報に掲載した。

1983年，このプロジェクトの話が農水省に

待ち込まれた当時，箪者は農水省家畜衛生試

闘の鶏病支場長として働いていたために，

本プロジェクトと様々な形て‘‘係わりをもって

10年以上を過こゞしてきた。以下にその間に生

lじたプロジェクト遂行上の問題点をまとめて
みtこし‘。

l. プロジェクトの計画

本プロジェクトの構想は1982年に日本，ア

tアンフォーラムて提起され，外務省，国際

胤力事業団 (JICA)を通じて農水省経済局て‘‘

検討された。当初はこのプロジェクト構想が

f告な しに提出され農水省技術会議事務局

麟）も家畜衛生試験場もその詳細が判ら

Itかったために関与の必要がないとされた。

象畜衛生試験場鶏病支場にたい しては「プロ

ジエク トヘの参加はない」 との指示があった

り， JICAの依頼により派遣した調査員が当時

の技会事務局長から「国内養鶏産業に益しな

いプロジェクトになぜ参画するのか？」とき

つい詰問を受けたりした。 このような関係機

関の間の連絡の不備は以後のプロジェクト運

営に大きな影響を与えた。

2. 事前調査

プロジェクト構想が日本に持ち込まれてか

ら1986年 7月プロジェクトの開始まての間に

5回31名の調査団が派遣されてプロジェクト

計画をまとめた。 ところが， これらの事前調

査によりまとめられたプロジェクトの目的，

実施計画，あるいはその他諸々の情報とプロ

ジェクト開始後に派遣専門家が経験した事項

との間に大きな差があり，修正したり，修正

も出来ずに今後の課題として残されたものも

あった。以下はその主なものて‘ある。

2. 1 プロジェクト終了後の運営費

本プロジェクトはアセアン 6ヶ国に寄与す

ることを目的としたものてあるが， このセン

ターの将来の維持運営方法についてアセアン

諸国の確認合意のないままにスタートしてし

まった。従って，プロジェクト終了後の運営

費はマレイシア 1国の負担となり，多額の費

用を必要とする施設（実験鶉舎， SPF鶏舎な

ど）や機器（電子顕微鏡など）が使用されず

に放罹されてしまうことにもなりかねない。
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事前に日本が仲介して合意を得ておくべきて‘

はなかったろうか？

2.2 センター運営要員の確保

マレイシアの獣医学教育は1973年に始まっ

たばかりて毎年20名前後の卒業生を社会に送

り出している。このうち政府職員として採用

されるのは 4-5名て， これらの中から本省，

9つの地域家畜病診断所，国立獣医学研究所

(VRI, -APDRTCを含む）に配置される。従

って， VRIには 3年に 1名位しか採用てきな

いという。国立獣医学研究所ては牛，豚，羊，

山羊，馬など全ての動物の病気を扱うことに

なる。

このような状況下ては鶏病のみ扱う研究要員

の確保は大変困難てある。この点人材の豊富

なタイ，フィリヒ°ン，インドネシアなどがセ

ンター設立に適していたとも考えられる。

プロジェクト進行中にもこの点が問題とな

り，アセアン諸国からセンターヘ研究者の長

期派遣の要望が出されたが，様々な制約のた

め実現不可能てあった。事前にこのような状

況を充分把握しておく必要があったてあろう。

2.3 ブロジェクトの目的（技術協力と研究協

カ）

本プロジェクトの目的は(l)APDRTCの研

究レベルを向上する， (2)APDRTCて得た研

究業績と技術をアセアン各国に普及する， (3)

上記の活動によりアセアン諸国の鶉病研究者

を育成する，となっている。ところが(1)の「研

究レベルの向上」という言葉が曖昧て‘， 日本

から新しい技術を持って行って現地て使える

ようにする（現地化）のか，現地の技術者が

新しいことを開発する（創造）ように指導す

るのか，が問題となった。当初，日本側は「現

地化」を目標に実施計画をたてプロジェクト

を進めてきた。 APDRTC上層部もこれに則

り，疫学のためのコンピューターを20台，酸

索抗体法の機器を10台などと要求してきた。

新しい機器を必要とする技術をアセアンに普
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及しようとすれば当然その新しい機器を備え

なければ単に言葉だけの指導・普及になって

しまうからてある。 しかし，マレイシア獣医

局のイギリスやオーストラリアなどて教育を

受けた獣医官の中から「現地化」も重要てあ

るが研究者の「創造力」を高め，国際的に通

用する研究報告をまとめられるよう指導して

欲しい， との要望が出された。従って，延長

期間には技術移転よりも研究課題に実施計画

を改め，研究論文作成法の指導に重点を置い

たプロジェクトが行われた。

3. 施設と器具機材

本プロジェクトには研究本館，管理棟など

の施設と電子顕微鏡などの高額機械が無償供

与された。それらは派遣された専門家が羨ま

しがる程の立派なものてあった。しかし，事

前検討の不備から解決すべき問題も残された。

3. 1 施設

事前に依頼を受けて検討した鶏病支場ては

SPF鶏群の維持には将来のことを考慮して

2系統の種鶉を飼養し，交互に種卵採取と更

新を行うよう計画を立てたが，実施段階ては

1系統の種鶏を飼養し，原種卵は毎年日本か

ら供給するように変更されてしまった。この

変更がどのようにして決まったのかは不明て

ある（マレイシア側は日本の指導によるとし

ている）が，プロジェクト終了により日本側

からの種卵の供給が止まり， 2系統維持のた

めの施設改築も困難とあって，最悪の場合

SPF鶏群維持が不可能となり，施設等も使用

されなくなる可能性もある。

3.2 器具機材

立派な施設と共に各研究室などには数多く

の機器機材が供給されている。それらの機器

機材の一覧表を見せられて日本ては現在使用

されていないものや粗悪品が多いのにおと乃

かされた。第一回調査団として派遣された折

りにそれらをチェックして，他のものとの交

~ 



粒申し入れたが，商社への一括発注すると

0JICAの方針により 変更出来ずアフターサ

ービスの受けられないものも多かった。特に，

圃ったのは電子顕微鏡の様な高額器械のアフ

ターケアの問題てある。当時マレイシアては

使用されていない会社の機種を購入して定期

検査や故障の場合， その都度高額な旅費・技

駒を支払って日本に依頼することになった。

1ロジェクト終了後はマレイシア側ては故障

涅こることを懸念して電子顕微鏡の使用を

靱度に制限している。また，毎年補充される

翻類もJICAから派遣される調整員が専門

l家にもリーダーにも相談せず，現地技術者の
紋そのままに発注したため，アフターサー

ビスのない，旧式の機器が導入され，使用て‘‘

さないものが多く残されることになった。

~ 

［専門家派遣

本プロジェクトには長期・短期を合わせて

JS名の専門家が派遣された。JICAの業務調整

員を除く技術専門家の殆どは著者が直接お願

いしてプロジェクトに参画してもらったもの

てある。日本ても数少なくなった鶏病の専門

家の中から優れた人材を派遣することがてき

t・ 〇ゞ

当初の計画の中に長期専門家は鶏病研究歴

15年以上，短期専門家は鶏病研究歴5年以上

噴者とも博士号を取得していること， とい

う資格基準が日本側の事前調査団の進言によ

りB・マ交換文書て示されていた。日本の現

状ては，このような基準のもとに専門家を専

任することは不可能てあるとの理由て‘この資

格を全面的に削除してもらったが，プロジェ

クト期間中にマレイシア側からこの資格問題

噸り上げられ，派遣された専門家に大変な

認をお掛けしたこともある。

また，フ゜ロジェクト開始前にマレイシアに

賭ドイツの援助により獣医疫学の全国情報

蘭作りが始まったばかりてあった。日本の事

前調査団の進言によりアセアン鶏病疫学ネッ

トを作るべく急遠，鶏病疫学研究室が加えら

れた。しかし， 日本にも鶏病疫学の研究者は

殆どなく，専門家を派遣することが出来ずに

終わることになってしまった。

本プロジェクトとは関係ないが，アセアン

諸国を廻ってみると， 日本からの専門家につ

いて辛らつな批判を耳にする。家畜衛生分野

ては昭和37年以来家畜衛生試験場て実施して

きた集団研修の経験者が多く相応のポストに

ついて活躍し，日本の良い面も悪い面も語り

継がれている。悪評の専門家を整理してみる

と(1)社交的だが自分の技術を持たないもの，

(2)終始自分の殻に閉じ込もって技術伝達をし

ないもの， (3)自己を押しつけ，相手の意向を

考えないもの， (4)とにかく派遣期間を観光気

分て過こ、そうとしているもの，などてある。

自分の技術をしっかり身につけ， その技術を

もとに相手に誠実な態度て‘‘接することが重要

てはないだろうか。マレイシアの技術者が他

国のJICAプロジェクトを評し「日本の養老院

(Home for Aged Japanese)」などと呼んだ

が， こんなことのない専門家派遣が必要てあ

ろう。

専門家の派遣を依頼する面てはプロジェク

トの実施計画に適した人を如何に選ぶかに苦

労した。幸い，家畜衛生試験場（主に鶏病支

場） と鶏病研究会の協力を得て候補者を選ぶ

ことになったが，プロジェクトの適任者は日

本ても有用な仕事あるいはポストについてい

て職場からなかなか離れられない方々てある。

3ヵ月（短期）あるいは 1年以上（長期）研

究や仕事から離れて同年代の派遣されない人

との間に生ずる業務上のギャップ，あるいは

帰国後のポストの保証がないことへの不安な

どから派遣を辞退する人も多い。相手国を考

えると「誰てもいいから」と云ういい加減な

気持ちにはなれない。専門家の日本国内ての

育成と身分保証については十分に検討されな
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ければならないてあろう。また，欧米のプロ

ジェクトに見られるように，フ゜ロジェクト活

動の中に自分の研究を組入れて成果が挙げら

れるような形のものにしてゆくのも一つの方

法て‘‘あろう。

5. 日本国内の支援組織

プロジェクトの開始前調査から実施計画の

立案，運営状況の調査など，様々な過程て助

言を得るためのいわゆる有識者による支援団

体が組織されている。しかし，いくつかのフ°

ロジェクト関係者から聴いた話ても，小生の

関与したプロジェクトてもこれらの国内支援

組織は殆ど機能していない。古い頭の有識者

の意見が現実のプロジェクトが抱える問題と

かみ合わないことが多いように思う。多様化

するプロジェクトにたいして全てに対応する

専門知識はJICAを含めて望むことは出来な

い。従って，実施計画や運営状況の調査検討，

機器機材や専門家の選定などはプロジェクト

毎に専門機関・専門場所に全面的に正式に委

任すべきものと考える。現状ても専門場所 ・

機関が多くの部分を受け持っているが，委任

の仕方が曖昧てあったり， JICAの都合て‘‘勝手

に変更されたり してプロジェクトの中心がど

こにあるのか判らなくなる場合が多い。

6. おわりに

APDRTCプロジェクトという 比較的恵ま

れたフ゜ロジェクトに最初から終了まての10年

近く係わってきて(1)事前調査の強化， (2)国内

支援体制の整備， (3)派遣専門家の身分保証の

強化， などの面から感じたことを記載してみ

↑ > ‘~ 〇

国際協力の強化が指摘され， 1991年以降は

ODA予算も世界一になってしまった。 JICA

組織も膨大となり，プロジェクトの数も年々

増加しているが，「金をくれてやる」の体質も

残っているように感ずるのは小生だけだろう

か。プロジェクトの現場に直結する担当官（本

部地域事務所）や調整員の数が少なく，その

うえ，頻繁に交替する (7年間に本部7名，

地域3名，調整員 3名の交替があった）ため

未経験者が多く，派遣専門家の負担も大きく

なる。

アセアンには欧米各国の援助も多く導入さ

れているが，現地の技術者は欧米の技術者に

対するよりも日本人に親しみを感じ，期待を

している。今後はただ「金をばらまく 」援助

よりも「人と人とつながりを大切にする」援

助が重要て‘‘はないだろうか。

アセアン諸国をマレイシアの技術者と一緒

に廻ってみると， 日本の調査団のみて廻った

ときよりも遥かに暖かい歓迎を受けて驚いた。

これは同じアセアン民族としての仲間意識

が強い為てあろう。我々も彼らのなかに 「仲

間」 としてとけ込んて行くことが大切てあろ

゜
ニフ

短期専門家の立場から
山下秀憲(HIDENORIYAMASHITA) 熊本県阿蘇家畜保健衛生所

1993年10月から11月の 2ヶ月間，南米ボリ

ビアの家畜繁殖改造プロ ジェク トに参加して

受精卵移植技術の技術協力を行っ て来 ました。

本プロジェクトは， 1988年より開始され，当

初の計画ては， 5年間て‘技術移転を終了する

予定て‘‘ したが， 部分的に移転が遅れ，2年間
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謳長となった様て‘‘す。

本プロジェクトは，繁殖，衛生，飼養，育

種の4部門て構成されており，長期専門家が

各々 1人，短期専門家が，衛生を除いて各 1

直置されていました。長期専門家は， 1年

砂 3年の間，技術協力をされている様て‘す。

長期専門家は，農林水産省からの派遣の方と，

7リーの方（海外の協力を専門として，各国

01ロジェクトに参加されている方）の二通

りて｀，短期専門家は，殆ど農林水産省からの

譴の様て‘‘す。私は，熊本県職員の身分のま

瑾遣されました。私の前に衛生部門て□大
l分應職員の方が派遣されている様て‘‘すが，地
方公共団体レベルての派遣は，あまり無いよ

うに思われます。

フリーの専門家は，私が赴任した時点て•'3

祖と云う方が，二人て‘‘したが，前任地は，

伺じ南米のパラグアイ， アフリカのソマリア，

茂東のシリアだったりて‘ヽ， その行動範囲が，

世界的てある事に驚かされました。私は，海

外の経験が無く，今回初めて日本を離れた訳

（すが，そう云った国際人を前にすると，頭

枡下がる思いて‘す。農林水産省の専門家の方

も＇前回は，中国だったとかて‘ヽ，農林水産省，

7リーの専門家の方々は，国際協力に貢献さ

~ 
れている事が実感させられました。同時に，

切大変な御苦労も痛感致しました。

熊本県に於ける国際協力は，畜産部門て‘‘は，

前年，中国の天津酪農の改善フ°ロジェクトに

魏専門家て'1人， そして私，本年は，現在，

インドネシアの家畜飼養管理て‘短期専門家と

して派遣されており， この 3年間，続けて国

鱈力に参加しています。本県は，元総理大

屈の細川党主が，県知事時代に新設された国

倍課があり，国際協力に関しては，前向きに

臆している県てあります。先に行われた，

カンボジアての選挙監視にも 3人が参加して

hり，職員各々が，国際協力を意識している

胤てはないかと思っております。

....___ 

最近の報道ては， ODA,NGO等，幅の広い

国際協力が呼びかけられ，又， 日本は， それ

に答えるべく行動を起こしていますが，さて，

どれくらいの日本人が，本当に国際協力を意

識しているのてしょう。実際，私も国際協力

については，必要と思いながらも， どちらか

と云うと無関心な方の人間だと思います。難

民救済と，技術協力とては，狭義ては意味が

違いますが，広義ては同じ事と思いますし，

日本が，後進国に財政の面から，人材の面か

ら協力する事が，最重要課題と思います。

国際協力を推進する上て‘‘一番の問題は，治

安がどうなのかと云う事が，派遣される人の

大きな不安材料になっていると思います。数

年前，派遣されていた技術員が殺された事が

ありましたが， そう云う情報が入って来ると

どうしても尻こゞみをしてしまいます。残され

た家族は，悲惨て‘‘す。派遣されている間， 日

本て‘‘待つ家族の心配は，大変なものがあると

思います。私が派遣されましたボリビアと云

う国は，南米て‘‘は一番治安の良い国と云われ

ておりまして，実際，夜遅くまて飲み歩いて

も，何の問題も無く過こ，，す事が出来ました。

派遣する側も，治安状況は確認の上ての依頼

てすから，心配の必要はないのて‘すが，やは

り，事態の急変は突然来るのて‘‘，不安はあり

ました。ボリビアに日本人の移住地があり，

そこの日本人が誘拐されたと云う報道があり，

プロジェクトを含む日本人は一時とまどいま

したが，誘拐て‘‘はなかったのて‘ヽ，皆安堵した

事もありました。そう云う報道があると，国

の実情を知らない短期専門家は，大変不安に

なり， 日本に帰りたくなります。日本人は金

を持ってるから狙われるのかなと思いますし，

事態が急変しているのかなとも思います。と

にかく，知らない国の治安は不透明な部分が

多く常に緊張していました。

次の問題点は，言葉だと思います。言葉が

通じないと，技術協力も出来ないし，生活も
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出来ないのてはないかと思います。私の場合

スペイン語の堪能な長期専門家と常に一緒に

行動していましたのて助かりました。私も出

発の 2ヶ月前から，スペイン語の勉強を始め

ラジオ，テーフ゜，外人の先生に習ったりて｀少

しは，勉強して行ったつもりて‘したが，全く

役に立ちませんてした。大変はがゆい思いを

しました。常日頃からの勉強が大切だと実感

致しました。

第三の問題点は，生活環境の情報の収集だ

と思います。私の回りには，ボリビアの事を

知っている人が居なくて，受精卵移植の短期

専門家の前任者に電話して教えて項き大変助

かりました。国が違えば，生活環境は，大き

く異なります。大変重要な事てはないかなと

思います。その点の情報については，派遣す

る側が， もっと情報を流し，派遣される側の

不安を少しても取り除く様な配慮が必要ては

ないかなと思います。

以上の問題点は，派遣する側とされる個人

に関しててすが，県段階ての問題もあります。

全国的に云える事は，獣医師の不足て‘す。職

員増員を要求している片方て国際協力に派遣

するのは，辻悽が合いません。国際協力に貢

献する事は，人道的に素晴らしい事と思いま

すが，云っている事とやっている事に違いが

あっては， まずいのてはないかと思います。

その点の問題を解決する事は，国際協力に参

加する人の増加にも継ながるし，国レベル，

フリー専門家のみてなく，地方公共団体レベ

ルからの多くの参加が期待出来るのてはない

かと思います。

私は，派遣前， ものすこ｀く不安てした。総

てにおいて。 しかし，今， もう一度行ってみ

たいと思っています。それ程索晴らしい所て

した。前任者が云われた通り，ファンになっ

て帰って来ました。派遣させて項いた県に感

謝しています。熊本県は， これからも国際協

力に参加されるものと思いますが，地方公共

団体レベルての協力は， まだまだ少ないと聞

いております。国際社会の中の日本としての

役割は，大きい物があると思います。現在，

各国て技術協力が行われておりますが，更に

協力依頼が増すものと考えられ，技術者に対

する財政面ての支援は，多くの国が受けてい

ます。今後は，人材による協力に重点を置い

て行くべきだと思います。県，民間からの多

くの参加が望まれているところて‘す。

青年海外協力隊員の立場から
木下真弓(MAYUMI KINOSHITA) 

私は青年海外協力隊の養蜂隊員として約 2

年間西アフリカのガーナて活動を行ってきま

した。配属先となったのは「12月31日婦人運

動」という組合て‘， これは女性の賃金創出や

地位向上を目的に組織されたものてす。「12月

31 B婦人運動」は各州こ｀とに支部をもち，さ

らにもう少し小さい単位て‘枝分かれされてい

き，村や地域：：：：、とにまとまって活動を行うし

R 畜産技術 1994年11月号

くみになっており実際に私の任地となったベ

チレ村ては， この組合に参加している婦人た

ちは20名はどの小さなグループてした。

ベチレ村はいわゆるガーナの典型的な田含

と言うことがてきるような所て，水道・電気

はなくこれといった換金作物もなくはとんど

村人が自給自足の生活をしています。もんな

中て会員てある20名の婦人たちと共に養蜂を

~ 



始め，ハチミツを採取してそれを現金化する

というのがこのプロジェクトの目標てあり，

それを全体的にサポートしていくのが私の仕

事というわけて‘す。

しかし，元来養蜂など行われていなかった

釈養蜂を始めるわけて‘すから，ある程度の

設備や道具が必要となります。村ての話合い

てこれらの資金を村のチーフ（酋長）からの

借金て解決することになるまてかなりの時間

がかかりました。さて， いよいよ活動が始ま

るという段階になっても， さまざまな問題が

ててきました。最初のうちは外国人てある私

lに興味をもって集まってきた人たちも，すぐ‘
鳴お金にならない事がわかると会合の席に

姿をみせなくなったり，家事や農作業て‘忙し

（て参加てきないと言ってくる女性もいまし

i、’。ガーナに限った事てはないにせよ，確か

I: 彼女たちは毎日水汲みや薪集め，農作業，

家事，育児におわれているのてす。取敢えず

貧しくとも飢えない程度に生活がてきるのな

らばこれ以上働きたくはない， しかもすぐに

はお金にならない仕事など進んてはしたくな

い，と言う彼女たちの本音が見えてきたのて‘

す。

こういった問題の背景には， このベチレ村

ての養蜂プロジェクトが支部から指示された

lものてあり，彼女たちが自発的に必要とした
切てはないという矛盾があります。途上国

以々といっしょに目標に向かって働きたい，

という私の甘い夢は簡単に打ち消され，逆に

砂の存在が彼女たちを悩ますことになるの

てはないか， という不安をもつようになりま

した。協力隊は「草の根レベルに応える援助」

を基本とうしいるはずなのに， これては私個

...... 

人の自己満足にすぎないのてはないだろうか

という思いも強くなりました。

いくつかの疑問や不安を抱えながら， ここ

へ来てしまった以上養蜂を行うことしかない

という思いて活動を続け，約 2年の間に 3回

の採蜜をすることがてきました。会員の女性

たちを強制的に参加させるのてはなく，村の

中からも興味のある人たちに参加してもらう

よう枠を広げることて‘村全体に私が溶け込ん

ていくように心掛けました。取れたハチミッ

て‘ケーキを作ったり，料理を教えたり，今思

うと村人と共に生活したということが私の協

力隊活動だったようにも思われます。

私の存在が途上国の人々にとって単なる外

国人のボランティアにすぎず，点的な存在て‘

しかなかったことは，技術協力という点て‘考

えると問題があるように思います。しかし，

たかが人間ひとりて何かが出来ると考えるの

も思い上がった考え方にも思われます。また，

私の場合は後任隊員をとらないという事が決

まってしまったため，継続的な援助にはなら

なかったことがとても残念てす。私は技術協

力というのは微力にせよ継続的てあるべきだ

と思っています。

ガーナにとって何が必要てあるかは私には

わかりませんて‘した。工業化を進める事が発

展への近道に考えられがちてすが， もっと多

様な発展の仕方があるようにも思われます。

幸い協力隊員は様々な職種があるのて，地道

な技術協力を継続することて発展へのきっか

け作りになるのてはないかと思います。そし

てそれが，彼ら自身の力てやっていけるよう

に協力すべきだと思っています。

--
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和牛ET借り腹
方式を利用した
地域一貫生産組
織の推進

膀澤潤(JUNW ASHIZA WA) 

小栗弘子(HIROKOOGURA) 

中林大(DAINAKABA YASHI) 

鶴巻藤太郎(TOTARO TSURUMAKI) 

五郎谷克二(KATSUJI GOROY A) 

鳥屋雄司(YUJITORIYA) 

（新潟県下越家畜保健衛生所）

堀俊明(TOSHIAKIHORI) 
（堀家畜医院）
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はじめに

受精卵移植（以下ETという）借り腹方式を

利用して，和牛農家は嵩資質の肥育素牛の安

定供給を受け，酪農家は和牛子牛生産による

安定収益を得ることを目的として，管内の酪

農家，和牛農家の有志により，新潟北部地域

受精卵移植利用研究会（以下研究会という）

が設立された。

家畜保健衛生所は，当初から研究会の運営

指導採卵・ 凍結処理等研究会の活動を積極

的に推進し， その目的を達成することがてき

たのて‘‘概要を報告する。

l . 新潟県ET推進体制

本県のET推進体制は，県畜産課に県ET推

進協議会を設け，県推進方針の検討， 研修会

の開催，成績の取りまとめ等を行っている。

畜産試験場は， ET研究センター として先

端技術の研究，実用化研究及び地域ETセン

ター技術者に対して技術指導を行っている。

経済連，県酪連は，広域ET推進協議会を設

けET推進のためそれぞれ，受精卵移植定着

化促進事業，畜産振興事業（乳用牛の受精卵

移植）等の各種補助事業を実施している。

家畜保健衛生所は，地域ETセンタ-,とし

て受精卵の凍結処理及びET人工授精師，獣

医師等のET技術者に対する技術指導と地域

ET推進協議会を設け地域の組織化をはかっ

ている。管内には，以下に説明する新潟北部

地域ET利用研究会と，主にホルスタイン種

の改良を目的とした安田町 ・水原町ET推進

協議会の 2つの推進協議会が設立されそれぞ

れ活動している。

2 . 新潟北部地域ET利用研究会

優良牛の増産，改良速度の向上， ET借り腹

~ 
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図ー 1 ET借り腹方式

方式を利用した地域一貫生産を目的として，

l管内9市町村の酪農家24名，和牛農家11名，
ET人工授精師 1名，開業獣医師 1名の有志

I: より，平成 3年11月に研究会が設立された。

恥その後，他地域の開業獣医師の参加も

bって，会員は11市町村にまたがって増加し，

見在酪農家26名，和牛農家13名， ET人工授精

菰2名，開業獣医師2名て‘‘活動している。

ふET借り腹方式

当研究会の最大の事業は，和牛地域一貫生

産をめざした， ET借り腹方式の利用てある。

その方式は，図 1のとおりて‘ヽ，和牛会員が所

有する供卵牛から採卵し， その受精卵を酪農

l会員に移植する。出生後ET和子牛は 3カ月
怜まて酪農会員が飼育し， その後，供卵牛所

有の和牛会員に引き渡し，酪農会員はその報

釦して借り腹料金を取得する。

また，研究会員の数名が高資質供卵牛を共

有し，この借り腹方式を積極的に利用するグ

ループ「中条ETはまなす会」 も誕生した。

~- ET借り腹料金

当初21万円て‘‘スター トした借り腹料金は，

子牛価格の下落により，平成 5年 4月から甚

本床斗金を雄18万円，雌16万円に引き下げた。

訣，引き取り時の発育低下等トラブルが発

表ー 1 研究会の採卵・移植成績

項目／年度 3年度 4年度 5年度

採卵頭数 14 13 19 

I頭当り卵個数 12. I 15.8 12.2 

1頭当り Aランク個数 4. I 8.8 6.7 

移植頭数 49 97 112 

受胎率 36.6 55.7 50.0 

生産子牛 25 42 

生したため，巷準外取引料金を細かく設定し

た。

(1) 甚準範囲

碁準体重85kg-95kg, 甚準月齢は 3カ月士

5日齢てゞ碁準外は加算，減算される。

(2) 基準外料金

体重96kg以上はkg当たり 1,500円の加算。

体重75kg-84kgはkg当たり 1,500円の減算。

体重70kg-74kgはkg当たり 3,00円の減算。

70kg以下の発育不良子牛は，引き取り拒否

可能。

基準月齢外は 1日当たり 700円の加減算。

5 . 研究会の採卵，移植成績

研究会全体の採卵，移植成績は表 1のとお

りてある。

採卵頭数は 3年度14頭， 4年度13頭， 5年

度19頭， 1頭当たりAランク卵個数は 4年度

8.8個， 5年度は6.7個と非常に良好てあった。

移植頭数は平成 4年度97頭， 5年度112頭と

増加したが，平成 5年度は移植希望は多いの

にもかかわらず，受精卵が不足しており，供

卵牛の確保と安定的な採卵技術の向上が今後

の課題となっている。なお，受胎率は 3年度

36.6%, 4年度55.7%, 5年度50%と向上し

↑ つ

6. ET和子牛還流状況

平成 5年 1月から 6年 3月まてに， 16戸の

酪農会員から 8戸の和牛会員に雄30頭，雌22

畜産技術 1994年11月号 0 
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図ー2 ET和子牛引き取り後の体重推移

260 

頭合計52頭のET和子牛が還流された。その

1頭当たり平均借り腹料金は173,808円，総額

て9,038,500円てあった。また，引き渡し時平

均体重は85.3士13.0kgて‘，これは，基準体重

の下限値ぎりぎりてあり，今後哺育技術の向

上が望まれる。なお，引き渡し時平均日齢は

96.0士8.5日齢て‘‘あった。

7 . 乳肉複合経営衛生対策推進事
業の活用

平成 5年度，家畜保健衛生所の新規事業と

して乳肉複合経営衛生対策推進事業がスター

トしたのて，本事業を活用してET和子牛の

事故を未然に防止するための検査・指導を実

施した。

本事業は巡回指導を中心に実施した。巡回

メンバーは，家畜保健衛生所職員，開業獣医

師に併せて研究会員も順番に参加した。

疾病発生調査ては，飼養管理不足による下

痢症の発生が問題としてあげられた。

(1) 飼養状況調査

R 畜産技術 1994年11月号

飼養状況調査としてET和子牛取り引き後

の体重推移を調査した。図 2ては，同一採卵

の受精卵をほぱ同じ時期に移植し， 8カ月齢

て市場出荷した去勢牛5頭の体重の推移てあ

る。引き取り時の体重の差が出荷するまて縮

まらず，増体の一番良い牛は501,000円，増体

の一番悪い牛は全兄弟ながら半値の252,000

円て‘‘しか販売て‘‘きなかった。そのため 3カ月

齢まての哺育技術が極めて重要なことから，

ET和子牛哺育マニュアルを作成しその普及

を指導した。

(2) ET和子牛哺育マニュアルの作成

優良事例を参考にして，家畜保健衛生所は

研究会の借り腹方式に基づいたET和子牛哺

育マニュアルを作成し， その普及を指導した。

当初，県畜産試験場の示したマニュアルを参

考として実施していたが，子牛の生時体重が

小さく，代用乳給与は下痢の発生が多いため，

代用乳は一切給与せずに，初乳を発酵乳とし

て全量利用し， その後も全乳を給与すること

とした。育成配合は離乳後ただちに給与し，

引き渡し時には全盤育成配合を給与する。乾

草は離乳まて'';レーサンの乾草を指定し，その

後イネ科乾草を順次追加し，引き渡し時には

全量イネ科乾草て飼育し，和牛会員に引き渡

すこととした。

(3) 子牛の血液検査

血統登録の子牛血液型検査用血液を利用し

て平成 6年度は46頭実施した。検査項目は初

乳の給与状況を調査する目的てアーグロプリ

ン検査を主体とし，その他肝臓機能検査

(GOT), 血清総蛋白質ヘマトクリット値等

の検査内容によりて子牛の健康診断を行った。

その結果，初乳の給与状況に問題の子牛が散

見され，更に哺育マニュアルに碁づいた哺育

管理の徹底を指導した。

~ 



表ー2 一酪農会員の成果

「借り腹代金」
一

借り腹頭数

紐時平均体重

1頭当り平均

借り腹代金①

（ホルスタイン種成牛37頭規模）

5年 3月~12月

8頭 移植頭数14

85.3kg 受胎頭数 9

189,438円受胎率64%

|、515,500円

「I頭当たり経費J

飼料費 ミルク 17kg 

敷料費

共済費

人工乳 82 

育成配合 20 

乾草 75 

労働費 33.5hr 

に計 ② 

5,389 円

5,494 

I ,240 

3,750 

650 

1、000
33,500 

51、023

「利益」

② X 8頭＝③ ~08, 184 

①―③|、 107,316

（移植料金は補助金で対応）

ij. 成 果

11成果1(一酪農会員の成果）

ホルスタイン種成牛37頭規模の一酪農会員

減果は表2のとおりてある。平成 5年3月

b•~g 月まての間に 8 頭借り腹をし，引き渡

涛平均体重85.3kg, これは甚準値下限ぎり

りてあるが，借り腹代金総額て'1,515,500円

(あった。

紐経費としては，主に飼料代金と自家労

籍てあるが， 8頭合計て408,184円，差し引

ざl,107,316円の所得を得ることがてきた。

1)成果2 (和牛農家の成果）

和牛会員の成果として， まだ，肥育成績が

まだ出ていない段階てあるが， 12月6日上越

子牛市場てのET子牛販売状況は表 3のとお

りてある。当研究会から初めて去勢5頭，雌

2頭計7頭の子牛が上場した。その結果，去

勢て,.1頭平均販売価格395,000円， kg単価

1,787円，雌ては平均408,000円， kg単価1,983

円と当研究会からのET子牛は高資質和牛と

して高い市場評価を得ることがて‘‘きた。

しかしながら，増体重（体重／日齢）が去

勢て平均0.85kg,雌て平均0.72kgと上場牛全

体と比較して成績が低く，今後の課題として

上げられた。

(3) 成果 3 (高資質供卵牛共有グ）レープの誕

生）

より付加価値の高い受精卵を得る目的て・,

高資質供卵牛を導入し研究会の借り腹方式を

積極的に利用しようとするグループが研究会

員の中から誕生した。名称を「ET中条はまな

す会」と称し，研究会の酪農会員 5名，和牛

会員 1名，開業獣医師 1名て構成し，現在供

卵牛を 2頭所有している。グループの活動は，

共有の供卵牛から採卵し， その受精卵を研究

会の借り腹方式を利用して移植し，その後

ET和子牛をグループて引き取り， 8 -10カ

月間共同て育成の後，子牛市場て販売するこ

ととしている。本来なら和牛肥育会員に直接

引き渡すところてあるが，引き取り希望会員

が多く，公平を期するため市場販売とした。

表ー 3 子牛市場での販売状況

性 別 去勢 雌

区 分 全体 北部ET その他ET 全体北部ET その他ET

出場頭数 115頭 5 3 74 2 3 

平均体重 251kg 221 247 229 206 232 

平均日齢 225日 261 264 264 287 295 

平均価格 312千円 395千 357千 248千 408千 303千

kg単価 1,241円 I, 787 1,443 1,081 1,983 1,311 

体重／日齢 0.99kg 0.85 0.94 0.87 0.72 0.79 

(12月6日上越子牛市場）
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グループの現在まての移植頭数28頭，受胎

率65.4%,採卵回数4回，平均Aランク卵を 9

個回収し，生産子牛12頭と極めて良好なET

成績となっている。

い市場評価を得ることがてき，⑤技術的にも，

移植成績の向上が認められた。

9 . 考察およびまとめ

平成 3年11月管内の酪農家，和牛農家の有

志によって家畜保健衛生所指導のもと，和牛

ET借り腹方式を利用し地域一貫生産を目指

した研究会が設立された。その結果，①酪農

会員は，借り腹料金による安定収益を取得し，

②和牛会員は，高資質の肥育素牛の安定供給

を受け， また，③高資質供卵牛を共有し研究

会の借り腹方式を積極的に利用するグループ

も誕生した。なお，④ET子牛は子牛市場て高

しかしながら，技術的な問題点として採肌

成績が安定しないため，受精卵の供給不足を

きたし，移植希望に十分対応がてきない面も

あった。また，哺育成績にもばらつきが多い

ため， その販売価格に大きな差が認められた。

そこて‘，今後の課題として採卵技術の向上

と和牛会員だけてなく，研究会としても高資

質供卵牛を所有し良質受精卵の安定供給と，

また， ET和子牛飼育技術の向上をはかって，

牛肉自由化に十分対応可能な，高資質の優良

ET和牛生産組織として研究会を更に発展さ

せていきたいと考えている。

《お知らせ》

新搾乳システム実用化推進事業平成5年度中央専門家研究会

く日 時＞ 平成 6年11月29日（火曜日） 13: 00-17: 00(12時開場）

く会 場＞ 束京都文京区湯島 3丁目 6番 1号 全ラ連会館

くテーマと講師＞

1 . 国内優良事例調査データベースの概要とその利用について

加茂幹男氏（煤水省畜試）

2. 平成 6年度海外調査の報告

1)米国酪牒におけるTMRの利用

和野 信雄氏（酪煤肉牛坐） ・苫米地 達男氏（群馬県畜試）

2) カナダ・米国の夏季酪農経営におけるフリ ーストール・パーラ ーシステムの実態

近藤 誠司氏（北海道大学） ．邸橋圭二氏（道立根釧煤試）

3) ヨーロッパ舎飼い期の酪農経営におけるフリーストール ・パーラ ーシステムの実態

市川忠雄氏（北里大学）• 前間千秋氏（全煤設計）• 野附巌氏（全酪連）

3. 総合討議「わが国における新搾乳システム定花化の問題点」

く内 容＞

都道府県や現地において新搾乳システムの将及を担う専門家を対象とし， このシステムについ

ての知見を得てわが国に適した搾乳システムの薯及 ・定着化を促進することを目的とする。

この＇ド業により平成 5年度から実施している国内調査成絞の取りまとめ ・解析用テ‘‘ータベース

の概要とその利活用法について紹介する。また， この事業と新しいTMR(混合飼料）事業により

実施した本年度海外調査の概要を報告し，さらに，わが国における新搾乳システム定花化の問題点

について総合的に検討する。

く参加申込み〉定員150名または11月21日て｀締め切ります。都道府県関係の方は畜産課を通じ，そ

の他の方は直接当協会にFAXまたはぽ面てご連絡下さい。

述絡先；缶産技術協全研究開発部： FAX (03-3836-2302) 
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技術情報
本学会は，最近，急速な進展を見せている

家畜のゲノム解析に重点を匿き，この分野て‘

の研究協力や研究方向などについて，国際的

なレベルて‘‘討議することが予定されていた。

我々 は， この分野ての情報をてきるだけ多く

収集し，討議に積極的に参加することを目的

として本学会に出席した。これに加えて，我々

の成果を発表することおよび現在進行してい

る研究を把握し，研究者が今，何を考えてい

るかを多面的に捉えることを目標にした。

学会概要

第24回国際動物遺伝学会て‘‘は， 7つの分科

会が次のように設定された。 1)血液型多型と

第24回国際動物遺伝学会の概要

安江博(HIROSHIY ASUE) 
畜産試験場

その遺伝 2)生化学的多型とその遺伝 3) 

主要組織適合抗原 4) 免疫応答 5)分子遺

伝 6)遺伝子マッヒ°ングと連鎖 7)遺伝連

鎖マーカーと形質の関連。学会ての分野別報

告割合を図 1に示したが， 1984年に始めてゲ

ノム関連の報告が登場して以来， その報告数

は増える一方て‘ヽ，本学会ては，総報告数の約

60%まてがゲノム関連て‘‘あった。

現在，ゲノム関連の研究は，遺伝連鎖マー

カー配列の検索と単離を中心に進められてお

り，マーカー配列検索の対象は，主にマイク

ロサテライト配列てある。これに加えて，構

造遺伝子の非翻訳領域なども新たなマーカー

配列の対象になりつつある。また，遺伝連鎖

マーカー配列を利用して，経済形質を支配し

ている遺伝子を連鎖地図上に特定しようとす

る新たな試みがすて‘に始まっている。日本か

らは18人が参加し，ブタ，ウシ， ニワトリの

畜産技術 1994年11月号 fJ> 



80 I 
● 血液型

□ 主要組織適合抗原

70 F 米生化学的多型▲ DNAと遺伝子マ ッピング

60 

50 
．凌ヽ、

珈塁森 4 0 

昭 30 

20 

10 

゜ 64 66 68 70 72 7 4 76 78 80 82 84 86 88 90 92 
学会開催年 （西暦）

図 1 国際動物遺伝学会分野別報告割合

分野て発表が行われた。以下に，ゲノム関連

解析の主なものを育種こゞとにまとめた。

1)プタ

遺伝連鎖マーカーは，重要遺伝子 (1型マ

ーカー）及び無作為に選んだ配列 (2型マー

カー）をターゲットにして検索が進められて

いる。これらのマーカーは，マイクロサテラ

イト， SSCP,RFLP等を基礎としている。欧

州連合コンソーシアムから，連鎖地図が明ら

かになった237個のマーカーが報告された。米

国としての報告はなかったが，マーカー配列

を検索している米国のグループに聞いたとこ

ろ，明らかになったマーカー数は400個を越え

ているとのことてある。しかしながら，マー

カーの連鎖地図の甚準点となる物理地図（染

色体地図）まて解析されているマーカー数は，

欧州連合の方が米国を一歩リードしている。

欧州連合の連鎖地図と米国の連鎖地図との統

合が現在進められている。ゲノムデータベー

⑲ 畜産技術 1994年11月号

スはイギリスと米国に罹かれている。

迫伝連鎖マーカーと経済形質との連鎮解析

はこれか らの感があり，報告数は多くない。

ドイツのグループがマーカーと肉質，成長等

の経済形質 との関係を解析していたが，まだ，

明確な結果は得られていなかった（既に，肥

満度および成長率に関与している遺伝子が第

4染色体の一部にあることをスウェーデン，

イギリス， フランス，デンマークの共同研究

によって明らかにされ，米国サイエンス誌に

報告されている）。その他に米国から注目すべ

き研究報告がなされた。 それは，骨格筋リア

ノジン受容体遺伝子が肉質に大きな影響を及

ばすことは既に知られているが，他の遺伝子

もそれに大きく関与していることを明らかに

したものてある。

2)ウシ

遺伝連鎖マーカーは，ブタと同様の形態て

解析が進められている。乳蛋白などの特定の

~ 



直伝子から，マーカーとなる配列を検索する

試みがブタに比べてかなり積極的になされて

いることが， この分野における解析の特徴て‘

駁。ウシの連鎖地図解析は，オーストラリ

ア，米国，欧州連合の共同研究て‘進められて

砂，連鎖地図が明らかとなったマーカーの

炊は300個を越えている。ゲノムテ‘‘ータベース

は現在，フランスと米国に置かれている。

遺伝連鎖マーカーと経済形質との連鎖解析

はまだこれからてあり，報告数も少ない。ス

イスのグループが，心筋障害（遺伝病） との

関連を，オーストラリアのグループが熱帯地

域に於ける成長と発育との関連を解析してい

る。これらの研究グループが熱帯地域に於け

環長と発育との関連を解析している。これ

らの研究はまだ開始されたばかりてあり，今

後に期待されるところてある。牛乳生産とマ

ーカーとの連鎖解析がスイスのグループによ

り行われたが，マーカーの数が少ないためか，

輯を示す結果は示されていなかった。一方，

ベルギーのグループはマーカーの連鎖解析に

より牛乳生産に複数の遺伝子が関与している

ことを口頭て述べていた。また，ベルギーの

グループがマーカーを用いて，筋肉過形成（筋

駄）家系の調査の解析を行っているが，現

瞭ては，まだ明確にはなっていなかった。

りニワトリ

遺伝連鎖マーカーは，ブタと同様の形態て‘

粍が進められている。この解析はイギリス

t米国が中心となって進めており，既に400個

りマーカーが報告されている。

遺伝連鎖マーカーと経済形質との連鎖解析

I: ついての報告はなく， これから解析が開始

されるものと考えられる。

りその他

ヒッジも重要な家畜てあるが， ここては項

mを設けて記載することはしなかった。ヒッ

ジはウシ科の動物てあるため，ウシての成果

をかなり利用している。注目すべき事は，フ

ランスのグループがサルモネラ菌耐性を支配

している遺伝子（既にマウスては報告されて

いる）を分子クローニングし， その遺伝子の

染色体上の位置を明らかにした事てある。

家畜の遺伝連鎖マーカーは現在整備の途上

てあり，種系統によるマーカーの組換え頻

度も明らかになっていない。しかし， このよ

うな中て，連鎖マーカーが整備されているマ

ウス等の実験動物を使って，遺伝マーカーと

産仔数，成長率等の経済形質との解析を行っ

ているグループが複数ある。彼らは，マウス

て経済形質を支配する遺伝子を特定したあと，

比較染色体地図を利用して家畜の染色体上の

位置を推定した上て‘，家畜ての解析を行う手

法を展開している。

学会での合意内容

遺伝連鎖マーカーの名前は畜種によって異

なっている場合が多い。また， ヒトゲノムや

マウスゲノムてのマーカーとも異なっている

事から，ゲノムデータベースを利用する場合

混乱が生じていることが指摘された。は乳動

物のゲノムは共通していることも多く，他種

を比較することによって得られる情報（比較

染色体地図）が極めて重要てある事がより明

確になってきている。こうした状況を踏まえ

て，マーカーの名前を統一することが決定さ

れた。

国際動物遺伝学会の代表として各畜種毎に

1人責任者を選び，ヒトゲノム研究機構

(HUGO)やマウスゲノム研究機構

(MUGO) と接触することになった。
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会議日程

7• 23 

9 : 00-21 : 00 ポスター掲示

14: 00-15: 15 開会式および第24回ISAG

ミーティング記念式典

17: 00-18: 30 歓迎会

7• 24 

9 :00-10:00 免疫遺伝学の展望一

J.KLEIN 

10: 30-11: 30 病原性とそれを用いた遺伝

子の導入ーJ.SVOBODA

11: 30-12: 30 ポスターレビュー

14: 00-16: 00 分科会一分子遺伝学，免疫

応答，羊と山羊の血液型多

型と生化学的多型

16: 30- 分科会一分子遺伝学，免疫

応答の遺伝学，遺伝マーカ

ーと形質の連鎖，犬の遺伝

子マッピングと家系テスト

7• 25 

9 :00-10:00 ゲノムマッピングの新展開

-G.M.LATHROP 

10: 30-11: 30 ヒトの遺伝的多様性ー

L.L.CAVALLI 

11: 30-12: 30 家畜の地球レベルての解析

14: 00-16: 00 分科会一主要組織適合抗原，

牛，羊山，羊の遺伝子マッ

ヒ°ング，家禽の免疫遺伝学，

血液型の血清学と遺伝学

分科会一主要組織適合抗原，

牛，山羊，羊の遺伝子マッ

ヒ°ング， ニワトリの内在性

ウイ）レス遺伝子，生化学の

多型と遺伝

16: 30-

型と生化学的多型，ブタの

遺伝子マッピング，ストー

モントセッション

14: 00-16: 00 分科会ーブタの血液型多型

と生化学的多型，主要紐繊

抗原， ジーンマッピングと

連鎖解析， ウマの血液型多

型と生化学的多型

分科会一主要組織適合抗原，

ジーンマッヒ°ングと連頷解

析，牛の血液型多型と生化

学的多型

16: 30-

7• 27 

9 : 00-10: 00 遺伝子と蛋白質の進化ー討

倫=
 
I""-

多遺伝子支配の解析一討論

7• 28 

9 : 00-10 : 00 動物遺伝学の展望ー討論

座長E.M.TUCKER

10: 30-11: 30 遺伝病解析のための分子遺

伝学的手法

11 : 30-12: 30 ポスターレビュー

16: 30- 分科会ーサラプレッドの血

液型多型，ニワトリの遺伝

子マッピング

7• 26 

8: 30-12: 30 分科会ーニワトリの遺伝子

マッピング，鹿の血液型多
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四
酪農経営の安定を目指した
スーパーカウ胚の移植

京都府碇高原総合牧場
吉岡弘陸 (HIROSHIYOSHIOKA) 
京都府碇高原総合牧場場長

|はじめに

平成3年4月から牛肉の輸入が自由化され，

了っという間にわが国の自給率が50%に低下

謬とともに，枝肉格付 1-3て輸入牛肉と

翻牛肉がまともに競合し，乳廃と雄子牛の

罷を暴落させ酪農経営に大きな打撃を与え

てきた。

京都府て‘‘はこうした状況をふまえ，酪農経

魯の安定には， まず，乳量・乳質て勝負して

いただこうと胚移植技術がフルに活用てきる

涸優良乳用種雌牛（スーパーカウ： 305日．

M 15,000kg以上.F 3.7%以上）の導入と

~ ~ 胚採取凍結処理車「バイオカウライナー＝
ET車」による農家ての優良乳用種雌牛（エリ

ートカウ： 305日.M 10,000kg以上.F 3.7 

％以上）からの採胚を 2本柱とする酪農経営

地域推進協議会

図1 推進体制

安定促進事業を平成 4年度からスタートさせ

た。平成 5年12月8日にはスーパーカウ 2世

第 1号が誕生するなどはば初期の目的どおり

に進行しているが，今回はスーパーカウの導

入にしばって報告してみたい。

1 • 推進体制

畜産課は当該事業の実施要領・細則の策定

とスーパーカウの導入， ET車及び必要備品

の購入を行うとともに，府機関及び関係団体

を構成員とする府の推進協議会を，地域て‘‘は

家畜保健衛生所が中心になって地域推進協議

会を設置し，また，必要に応じて推進チーム

を編成したり専門部会を開催し事業の推進に

当たった（図 1)。

実務機関と して試験研究機関て｀ある碇高原

総合牧場と畜産研究所をメインセンター(M)

としたが，初年度は立地的には不便て‘‘あるが

胚移植技術スタッフの揃っている前者にスー

パーカウを繋養し， ET車を設置することと

した。その他のメインセンターの役割として

は①交配種雄牛の選定・指導 ②胚の凍結・

保存・供給 ③採胚・移植の指導・研修 ④ 

スーパーカウ後継牛の生産・育成などてある。

また， 4ヵ所の家畜保健衛生所をサブセン

ター (S)としたが， そこては①地域推進計画

畜産技術 1994年11月号 ~ 



M-1 ~ S-1 : 45分

M-1 ~M-2: 100分

S-1 ~S-2: 45分

S-2 ~S-3 : 70分

S -3 ~ S -4 : 100分

図2 採胚・移植センター

の策定 ②供胚牛（エリートカウ）・受胚牛飼

養農家の選定・指導 ③供胚牛・受胚牛の選

定 ④供胚牛・受胚牛の発情同期化・人工授

精 ⑤ ET車出動依頼 ⑥採胚・移植（スーパ

ーカウ及びエリートカウから）⑦産子の哺育

育成指導などを分担している。

なお，採胚・移植センターの位置関係を図

2に示した。

2 . スーパーカウの導入

導入に先立って，府は関係職員を家畜改良

事業団岡山種雄牛センターや，先進県てある

愛知県畜産総合センターと千葉県嶺岡乳牛試

験場に出張させ，スーパーカウについての情

報収集に努めた。また，専門商社等からアメ

リカの乳用種雌牛の資料を求めて候補牛を約

40頭にしばり， それに年間乳量が15,000kg以

上，脂肪率3.7%以上の検定実績を持ち，採胚

成績も良く正常胚率も高く，空胎て‘，てきる

⑱ 畜産技術 1994年11月号

だけ若い牛てあることを条件として選抜する

こととし，平成 4年 8月から 9月にかけて職

員 2名をアメリカに派遣した。

中西部のミズリー州から東部のニューヨー

ク州まての 9州て調査を行い， 8頭をリスト

ァップし，前記条件に合い最も人気の高いチー

フマークとクレイタスの娘牛から最終的に次

の2頭を購入することとした。（次項表1参照）

平成 4年12月1日に碇牧場に到着した2頭

は，体高が150cm近い雄大なものてあったが，

アメリカの指定牧場て 1ヵ月半，成田空港て

2週間の検疫を受けたためあまり条件は良い

方てはなかったが，当場ての 3ヵ月間の着地

検査の期間に体調作りに努め，幸い 2頭とも

平成 5年の 1月上旬から順調に発情が来涸し，

3月から採胚・移植をスタートさせることが

てきた。

3 . 飼養管理

(1) 牛房

既設の畜舎を改修して540X360cmの牛房を

確保し，太さ 4cm, 高さ160cmの鉄パイプを16

cm間隔て囲った。出入り口は160cmとし，飼槽

は100X 54 X H44cm (ホームベース型）て通路

から濃飼を投入して回転させると房内から採

食てきるようにし， 80X 50 X H80cmの草架，ウ

ォーターカップ，鉱塩皿を付設した。パドッ

クも既設のものて'1,100 X 1, 650cmと余裕があ

り2頭て‘共用とした。牛房・パドックともコ

ンクリート敷てあるため，護蹄等に考慮し牛

房の半分には10cm位の高さにオガクスを推積

てきるようにし，パドックには土砂約10m'を

山型に投入した。

(2) 飼料給与

2頭とも平成元年生まれの初産牛て，まだ

発育途上にあることと，採卵をてきるだけ継

続していきたいことを念頭にボディコンディ

一



表 1 導入したスーパーカウ

名 号 ダイアモンド オーク アン イーティー

生年月日 平成元年 2月4日 登録番号 13590000 

体格得点 初産 85点 (VG) 産地 I米国オハイオ州フィッシャー牧場

能 力
検定時年齢 検定日数 乳量 乳脂率 乳蛋白率

2歳 1ヵ月（初産） 365日 14、283kg 4.8% 3.3% 

［ ビスメイ トラディンヨン クレイタス 92点 (EX)
祖父 スウィート ヘイプン トラディション (87点）

祖母 ピスメイ コンダクター コーラル (88点）

血 統
フィッャープレース エム アマンダ イーティ 94点 (EX)

4産 365日検定 祖父エス ダプリュデイ バリアント (95点）

M 17,073kg 祖母 ワーノゞ 一 プーツメーカー マンデイ (96点）

F 4.0% 
p 3.2% 

採胚実績 3回44個

I' 

名 号 ダンカン マーク ペイシャンス

生年月日 平成元年 9月8日 登録番号 13849336 

体格得点 初産 89点 (VG) 産地 I 米国オハイオ州 ダンカン牧場

能 力
検定時年齢 検定日数 乳量 乳脂率 乳蛋白率

2歳 4ヵ月（初産） 305日 12,043kg 5.1% 3.1% 

［ウォークウェイ チーフ マーク 87点 (VG)
祖父ポーニーファーム アーリンダチーフ (94点）

祖母ウォークウェイ マット マミイ (90点）

血 統
ダンカンポーバペプルス イーテイ 90点 (EX)

2産 365日検定 祖父 ロッカリーソン オプポーバー (88点）

M 16,624kg 祖母ダンカン エレクトラ ココ (90点）

F 4.3% 
p 3.2% 

採胚実績 1回7個

ション，腹容に注意しながらチモシー中心の

吃草，ヘイキューブ，濃厚飼料 (DCPlO,

~ TDN68) を表 2 のとおり給与している。

移植するサブセンターまての距離がかなり

あるため迅速な採胚・検卵業務が求められて

おり，高度な技術と連係プレーが必須となっ

ている（表 4)。
C採胚プログラム

1日の勤務時間内 (8:30-17: 15)に作業

ずることを原則に，慣行法にのっとり表3の

tおり過剰排卵処理から人工授精，採胚を実

惚している。

FSHは4日間の漸減法て'40AUを， PGは3

闘に30mgを投与し人工授精は朝，夕，朝の

墳実施している。

当初は 1日1頭採胚て‘行ってきたが， 3回

月から 2頭採胚へ移行し， 8日目採胚を実施

している。

5 . 採胚・移植成績

(1) 採胚成績

交配精液については，アメリカ，カナダて‘

優秀な成績をあげている11頭をリストアッフ°

し，家畜改良事業団のアドバイスも項き，そ

れぞれに改良効果が期待てきるよう組み合わ

せた。

採胚成績は表5のとおり 5回分のトータル

成績ては，ダイアモンドの正常胚数の平均が

9.2個，正常胚率が70.8%,ダンカンは4.4個，

畜産技術 1994年11月号。



表 2 体測値と飼料給与量

年 月 H4.12 H4. I H5.2 HS.4 HS. 7 HS.10 H5.12 H6.2 H6.4 

月 齢（月） 39 40 41 43 46 49 51 53 55 

ダ 体 重(kg) 670 721 755 759 790 780 784 810 786 

イ 体 高(cm) 144 149 150 151 

→ I 
系含 乾 草 14 12 7 7 7 7 7 6.5 8 

米孟斗
ヘイキュープ

゜゜
I I I 1.5 2 2 2 

モ
(kg) 濃厚飼料

゜
I .5 2 2 2 1.5 I I 0.5 

ン 設定体重(kg) 700 725 750 800 800 800 800 800 800 

ド 充 D M 142 128 97 94 92 92 88 88 96 

足 D C p 216 207 181 176 172 173 167 167 175 
率
(%) T D N 149 137 105 103 100 97 97 97 100 

月 齢（月） 46 47 48 50 53 56 58 60 62 

体 重(kg) 623 630 685 690 770 800 805 810 820 

体 高(cm) 149 157 158 159 

ダ 系合 乾 草 12 12 7.5 ， 9.5 10 ， 8 ， 
ン

孟米斗
ヘイキュープ

゜゜
I I I I 2 2 2 

力
(kg) 濃厚飼料

゜
I 2 3 3 3 I I 0.5 

ン
設定体重(kg) 650 700 725 750 775 800 825 825 825 

充 D M 129 140 107 133 132 128 110 100 102 

足
D C p 196 225 198 249 245 239 201 185 184 

率
(%) T D N 135 149 116 145 144 141 116 105 107 

表 3 採胚プログラム

~ 時間
1日目 2日目

処理種別 処理方法

F S H 8 : 30 7 AU 6 AU 

17 : 00 7 AU 6AU 
過排卵

p G 8 : 30 

17 : 00 

人工授楕 直腸腟法 8 : 30 

17 : 00 

採 胚 子宮頸管 9: 00 

経由法 10 : 00※ 

※ 1日に 2頭採胚する場合の 2頭目開始時刻

37.9%とダイアモンドの成績は良好て差も大

きいが，ダンカンがやや神経質て｀ある以外に

特に飼養上ての差異は認められない。ダンカ

ンの 5回目の成績が特に悪いが， これも今後

の経過をみてみる必要がありそうだ。

(2) 移植成績

R 畜産技術 1994年11月号

3日目 4日目 5日目 6日目 12日目 13日目

5 AU 

5 AU 

15mg 

15mg 

2 AU 

2 AU 

゜゜゜ ゜゜(7日目胚） (8日目胚）

表 6のとおりダイアモンドの受胎率は50%

(19/38), ダンカンが47.6%(10/21)て両者

にはとんど差がなく 全体て''49.2%てある。

てきるだけ新鮮胚て移植することを方針と

しているが，受胚牛の準備以上に採胚てきた

時と距離の遠いSC-4は凍結対応としてい

--
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表 4 各作業の時間経過

時間経過 作業内容

9 : 00 採胚開始

9 : 30 採胚終了

9 : 40 検卵開始

10: 30 検卵終了、培養開始

11 : 00 サプセンターでの移植のため出発

II: 40~14: 30 サプセンターでの移植終了

15 : 00 凍結開始

17 : 00 凍結終了

紅，凍結の受胎率は36.8% (7 /19) と従来

いわれているとおり悪い成績となっている。

おわりに

胚移植技術はすて‘‘に普及の段階に入り年々

産子数は増大しているが，ハー ドルの多い技

術てあるために技術者のレベルがこれ程その

成績に投影される技術も少なく，技術者の養

成は継続的な課題てある。好成績をあげるた

めには特定の優秀な技術者を専任とすれば良

いが，次の技術者が育たないという悩みもあ

る。メインセンターに十分な供胚牛を繋蓑し，

不断の研修が必要てある。

スーパーカウの飼蓑管理と採胚・移植に関

する成績はまだ少なく試行錯誤の段階にある

が， 日々のデータを大切にしながら， また，

高価なスーパーカウの飼養管理から採胚 ・移

植にはフ゜レッシャーも大きい中て，若い職員

が日夜技術の研鑽に努力し，好成績をあげて

いる労に深く感謝しながら稿を終えたい。

表 5 採胚成績

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 計

年月日 HS.3.11 HS.6.8 HS.9.27 HS.12.20 H6.3.17 

ロニープルック
ウォークウェイ

ロニープルック ロニープルック
エクスランコ

交配精液 プレリエード
チーフマーク

プレリエード プレリエード
ソアー

ダイアモンド
イティー イティー イティー

! 
回収胚数 ， 6 11 20 19 65 

正常胚数 7 6 ， 13 11 46 

年月日 H5.3.15 HS.6. 11 H5.9.28 H5. 12.20 H6.3. 17 

I ロスロック トウーマー トウーマー インペリアル インベリアル

交配精液 トラディション プラックスター プラックスター CNB CNB 

ダンカン リードマン イーティ イーティ キュリアスイーティ キュリアスイーティ

r 

回収胚数 13 ， ， 17 10 58 

正常胚数 6 4 2 ， I 22 

※7日目採卵

表 6 移植成績

... 1回目分 2回目分 3回目分 4回目分 5回目分 計

移植 7 4 6 2 6 25 
新鮮
受胎

ダイアモンド
4 

゜
5 2 3 14 

移植 2 3 11 2 18 
凍結

- 受胎 I I 3 I 6 

移植 6 2 I 5 I 15 
新鮮
受胎

ダンカン
3 

゜ ゜
5 

゜
8 

移植 2 I 4 7 
凍結

L 受胎

゜ ゜
2 2 
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I 海外情報 』

優良家畜生産拡大の鍵握るDNAマーカ―他図
畜産振興事業団企画情報部

はじめに

今年 1月，米国農務省は，米国が世界に先

駆けて牛と豚のDNAマーカー地図の作成に

成功したことを発表した。エスピー農務長官

は， その特別記者会見の席上で，研究者らの

功績を讃えるとともに，「この研究成果は，米

国農業が今後も引き続き国際競争力を維持し

ていく上で極めて重要である」と発言し，こ

の分野における米国の優位性を強調した。

米国における家畜のDNAマーカー地図作

成のための研究は，ネブラスカ州にある農務

省農業研究局 (ARS)の肉畜研究センター

(MARC)で実施されていたものである。そ

の基礎的な研究は，最も進んでいるヒトの迫

伝子に関する研究成果をもとに85年から行わ

れており， 92年 1月からは， 8名の研究員を

擁し， 2百万ドルの予算が投じられて研究は

さらに本格化していた。 MARCによれば，牛

ゲノムに関しては約200のDNAマーカーが特

定され， そのうちのいくつかについては染色

体上の位置が確認された。

本稿では，畜産振興事業団海外駐在員事務

所からの報告をもとに， DNAレベルでの家畜

改良の基礎となるDNAマーカー地図とその

実用化について，米国における本年上半期の

動きを中心に報告することとしたい。

技術 1994年11月号

口NAマーカー地図作成の意義

DNAマーカーを例えて，米国のある研究者

は「道路沿いの標識のようなもの。標識と標

識の間は何が存在するかわからないが，その

標識の下では自分の位罹を知ることができ

る」としている。家畜改良分野においては，

こうしたDNAマーカーのうち， 産肉，肉質，

泌乳能力，耐病性などに関係するものを特定

し， それらの染色体上の位置を調べてその周

辺の詳しいDNAマーカー地図を作成するこ

とが重要である。DNAマーカー地図とは，多

型性を示すDNAマーカー同士の連鎖関係を

染色体上に示した配列図のことである。この

DNAマーカー地図を活用することにより，家

畜改良の効率を飛躍的に高めることが可能に

なると期待されている。また，そうしたDNA

レベルでの改良によって家畜に疾病や病原体

に対する抵抗力がつけば，薬物投与や殺虫剤

使用に依存する度合いが減少する。その結果，

自然環境にも好影響をもたらすものと考えら

れる。

育種計画の効率化

周知のとおり，現状の家畜の育種分野にお

いては，特定の迫伝形質を固定するために，

主に実際の交配を基にした統計的手法に頼り，

目的に合致した個体を選抜する方法が行われ

ている。この方法は，個体の表現型に着目す



る方式であるため，特定の遺伝形質を固定す

るまでにはかなりの時間を要することが多い。

止，実際に確認できるのは個体の表現型で

hって，遺伝子型ではないため，致死や奇形

などを支配する劣性の不良遺伝子を持つ個体

を選抜してしまうという思わぬ結果を招く問

題もある。これに対し，今回米国が発表した

DNAマーカー地図は，DNAレベルでの育種実

現の基盤を提供するものであり，今後さまざ

まな新技術の開発によって，簡便に，かつ育

種に要する期間を大幅に短縮するのみならず，

l望ましい遺伝子型に的を絞った効率的で確実
な育種を可能にすると期待されている。

疾病等に対する抵抗力の強化

特別記者会見において，エスピー長官はま

た「こうしたDNAマーカー地図は，特定の疾

病や病原体に対し遺伝的な耐性を持つ家畜の

改良に関し，情報及び技術発展の基礎を提供

するものである。長期的には，食中毒を引き

起こす大腸菌やサルモネラ菌などに耐性を持

喰肉の生産につながるものである」と発言

している。この発言の背景には，死者までも

出した昨年夏の大腸菌汚染ハンバーガー事件

lの発生以来，食肉の安全性が米国で大きな問
題となっていることが挙げられよう。大腸菌

などに耐性を持つ牛肉が生み出される可能性

については，詳細なDNAマーカー地図が完成

することにより，向こう 15年のうちに実現す

切ではないかとの予測がある。

また，例えば米国の肉牛生産者は，牛ウィ

IVス性下痢 (BVD)のため毎年何百万ドルも

鳴失を被っているが，このBVDの発病に関

する遺伝子とその位置の特定ができれば，

BVDに耐性を持つ牛が誕生する可能性があ

るとされている。一般に，飼養管理頭数が多

咆，疾病予防対策などの保健衛生管理に要

求される技術水準が高くなるといわれている。

近年進んでいる飼養規模拡大のメリットを最

大限に生かすためにも，遺伝的側面から耐病

性を持つ家畜系統の確立が強く期待されてい

る。

実用化に向けて

今年 5月，米国アイオワ州立大学の研究チ

ームが，米国PIC社 (PigImprovement Co.,) 

が所有する梅山豚のESR(エストロジェン受

容体）遺伝子のDNAマーカーの型を特定する

ことに成功した。この遺伝子型を持つ梅山豚

の雌豚は， そうでないものに比べて， 1産当

たりの産子数が約1.5頭多いという。周知のと

おり，梅山豚は産子数が多いという好ましい

形質を持つ一方で，背脂肪が厚く，成長が遅

いというマイナスの形質を合わせ持っている。

今回特定されたESR遺伝子型は，後者のマイ

ナス形質とリンクしておらず， また優性遺伝

子であるため，商業的な利用価値は非常に高

いと考えられている。

今後， PIC社はこの多産遺伝子型を梅山豚

以外の豚の既存系統に導入し，形質が固定し

た母豚を 4年後をめどに商業販売したいとし

ている。現時点では，同社はこのDNAマーカ

ーに関し独占権を所有するとともに，この遺

伝子型を持つ家畜の判定方法について特許を

申請中である。

アイオワ州立大学の研究チームは，今回特

定された遺伝子型が，産子数を直接増大させ

るのか， もしくは他の遺伝子に作用すること

によって間接的に増大させるのか， その詳し

い機能の解明は今後の課題であるとしている。

また同チームは，梅山豚の産子数は通常でも

他品種に比べて 3-4頭多いが， その原因は

今回特定した遺伝子型のみでは説明出来ない

として，多産に関与していると考えられる他
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のDNAマーカーの探索も続けるとしている。

別の例では，カナダ， トロント大学の一機

関である改良・改善財団 (InnovationFounda-

tion)が，豚のPSS(ストレス症候群）を引き

起こすストレス迫伝子（ハロセン感受性迫伝

子）のDNA型判定法について，世界各国で特

許を申請中である。近く米国において，特許

及び商標登録が認められる予定である。この

判定法はHAL-1843法と呼ばれ，発表以来，

米国の養豚地帯に所在する大学を始めとして，

多くのストレス迫伝子型判定テスト機関が，

この方法を用いて既に商業ベースでの判定を

行っている。現在，この判定結果を活用し，

原種豚や種豚生産者らも，販売する種豚に「ス

トレス遺伝子フリー」や，「ストレス迫伝子へ

テロ」の表示を行う例が増えているとのこと

である。

まとめ

これまで見てきたように， DNAマーカー地

図の作成は，その完成自体が最終目的ではな

く，あくまでも今後の育種研究とその実用化

などに基礎的情報， もしくは材料を提供する

ものである。このため，米国ARSは， DNAマ

ーカー地図の作成と平行して， DNAマーカー

地図及びそのデータベースヘの関係者のアク

セスを可能にするオンラインシステムの開発

~ 

をすすめている。これによって研究者等の関

係者は， DNAマーカー地図と好ましい形質と

の関係を明らかにしようとする際に，さまざ

まなデータを連邦，州及び民間レベルの研究

機関において効率的に利用することが可能に

なる見込みである。同システムを活用しての

牛や豚の改良は， 3 ~ 5年のうちには可能に

なると予測されている。

また，このようなDNAレベルでの家畜改良

研究は， EU諸国や豪州でも盛んに行われてお

り，米国は，将来これらの国々と国際的な協

カ体制もつくってゆきたいとしている。既に，

家禽類のDNAマーカー地図の作成に関して

は，米国ARSをはじめ，英国，イスラエJV,

オランダなどの10近い研究所が共同プロジェ

クトに取り組んでおり，現在までに220以上の

DNAマーカーの位置が明らかとなっている

模様である。また今年 2月には，アイオワ州

立大学を中心に進められている「全米豚ゲJ

ムプロジェクト (TheNational Swine Genome 

Project)」への欧州研究機関の参加が表明さ

れている。これまでに， 17の研究機関が米国

との共同研究，データ共有に合意しており，

これにより，家畜改良に関する迫伝子レベJV

での研究は国際的に一層加速するものと予測

される。

-・-・--・-・-・-・-・---・-・-今-・---今-・-・-・-・-・-今一今-・-・--・-・--・--今-・-・--・-・-・--・今・--
今月の表紙

トカラ馬
ジーンバンク事業の一環として鹿児島県から収集したトカラ馬て｀す。（家畜改良センター十勝牧

場けい養）北海道和種，木曽馬などから比べて小格て，皮旧の色も黒く，いかにも南方から来た

馬という感じがします。

初め来た頃は，寒さに驚いたようて‘風邪ぱかりひいていましたが，今年は環境にも慣れたのか，

元気な子馬が生まれました。

, ~ 



_.,, 
~ 

DNAマーカーの概念図

繰り返し数に多様性をもつマーカーが明らかになってきている

牛 No.I 牛 No.2 

t
'
 

ATG .. ACAC .. ACAC .. AGC 

TAC .. TGTG .. TGTG .. TCG 

ACの繰り返し数15回

ATG .. AC .. AC .. AGC 

TAC .. TG .. TG .. TCG 

ACの繰り返し数13回

電気泳動をかけると

牛 No.I 

;4回

牛 No.2 / / 

ー

180bp 

178bp 

176bp 

あるマーカーにおける多様性とある形質が同じように遺伝した場合，

その形質を司る遺伝子はそのマーカーに近接していると判定できる
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国廉協力情輯

中華人民共和国における肉用牛及び
飼料生産技術研究協力事業について
藤田和夫 (KAZUOFUJITA)農林水産省家畜改良センター十勝牧場

はじめに

中華人民共和国甘粛省閾州市において、日

本国国際協力事業団協議チームと中華人民共

和国甘粛省科学技術委員会及び畜牧庁協議チ

ームとの間て意見を交換し、 一連の協議が行

われた結果、中華人民共和国甘粛省の畜産分

野における試験研究の機能強化をはかるため、

「肉用牛及び飼料生産技術研究協力事業」の

実施について、その実現に努力することに同

意し、 1990年 4月17日に議事録署名が行われ

↑ っ
ヽ0

このような経過を踏まえて、 1990年 6月1

日から1994年 5月31日まての 4年間を協力期

間として、日本国政府と中華人民共和国政府

との間の技術協カプロジェクトとして H本国

国際協力事業団と甘粛省科学技術委員会及び

畜牧庁とによって「肉用牛及び飼料生産技術

研究協力事業」が実施された。この間、日本

から 4名の長期専門家及び10名の短期専門家

が派遣され、中華人民共和国の専門家と協力

して、家畜改良、家畜飼養管理、草地改良及

び草地の管理利用等に関する各種の基礎的な

研究を行った。

本プロジェクトの終了に当たり、これらの

研究結果を取りまとめるとともに、当地ての

実行可能性を検討し、現実的な畜産開発の手

法の模索等を行ったのてその概要を報告いた

R 畜産技術 1994年11月号

します。

l . 研究協力の概要

(1) 背景

中国政府は農業重点開発政策の一環として

牧畜業の振興に力を入れている。このような

中て、甘粛省は十大牧畜振興地域の一つとし

て位置づけられ、牧畜開発の重点地区とされ

ている。

しかしながら、現在の草食性家畜を中心と

する牧畜は自然草地ての周年放牧に近い粗放

的な飼育形態てある。このため、草地の牧養

力が低下する冬期には家畜の栄養摂取量が滅

少し、家畜の体重減少、繁殖性の低下、事故

率の増加等をもたらしている。

一方、地域内の牛は主として役畜として利

用されていることから肉生産を目的とした改

良は実施されていない。

このことから、地域の牧畜業の振興を図る

には、草地改良による飼養家畜の増頭及び家

畜改良、飼養管理技術の改善等を行うことに

よる家畜の生産性向上を図る技術の研究開発

が緊急課題となっている。

(2) 目的

上記背景に碁づいて、本プロジェクトは甘

粛省の畜産分野における試験研究の機能強化

を図るため、同省畜牧庁飼草飼料研究所及び

定西地区眠山種畜場を対象として次に掲げる

~ 
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輝について基礎的研究を行うことを目的と

して実施された。

ア．肉用牛改良・飼養管理

イ．草地改良・管理利用

！）対象家畜

対象家畜はヤク、黄牛及びこれらの交雑種

を対象とする。

(4)研究協力の範囲

ア．肉用牛改良・飼養管理

（ア）優良種雄牛の選抜試験（産肉能力検

定試験）

（イ） 肉用牛の交雑性能試験

（ウ） 肉用牛（ヤク）の飼養管理試験

（エ） 肉用牛（ヤク）の肥育試験

イ．草地改良・管理利用

（ア）牧草の草種・品種選定試験

（イ）草地造成工法試験

（ウ）草地栽培管理試験

（エ）牧草の収穫調製貯蔵試験

!)実施場所

甘粛省畜牧庁飼草飼料研究所（甘粛省蘭州

iii)及び定西地区眠山種畜場（甘粛省眠県閻

彗郷）

~ 
~. 地域の概要

(1) 気象

峨山種畜場の位置する地域は気候区分上南

認湿潤区に属し、大陸性気団及び熱帯暖湿

躙の影響を受けるが、標高が高い (2,400m 

~3,600m) ため、高冷かつ寡雨て‘‘ある。本地

靭主要な気象指標は次のとおりてある。

了降水量

耀降水量は540mmて最大降水月は 7月

t'94,4mmてある。耕作期の 5月から10月ま

(0)降水量は450.8mmと年間降水量の83%

1: 当たり、牧草の生長期間に降水が集中する。

年間降水量は少な いものの牧草の生育には問

題ない降水量となっている。一方、非耕作期

の11月から 4月まての降水量は平均14.4

mm/月と極端に少ない。なお、年間降水日数

（日降水量5mm以上）は33.9日、旱天日数（日

降水量0.5mm以下）は270.1日てある。

イ．気温

年間平均気温は3.9℃ とかなり低い。夏期て‘‘

も7-8月において最高気温が21℃前後に過

ぎないほか、冬期の12-2月には一17℃--

12℃ を記録する。また、積算温度 (T~0 ℃)

は、 2218℃ と低く、このため、地域内の栽培

作物も比較的少ない熱エネルギーて‘‘生長する

麦類、馬鈴署といった耐寒性作物が作付けさ

れている。

ウ．相対湿度

年平均湿度は71%と比較的低い。

工．凍結深

国際協力事業団による中華人民共和国甘粛

省閻井地区牧畜業開発計画実施調査時の観測

期間内 (1987年10月-1988年 5月）最大の凍

結深は67cmてあるが、統計値の日平均気温か

ら推定すると、最大凍結深は72cmてある。

また、凍結期間は11月初旬-4月上旬の150

日程度と推定される。

オ．降雪

降雪に係る推定値は、最大降雪深60cm、降

雪期間11月中旬-4月上旬まての150日てあ

る。

当地域の気象災害としては、雹の発生回数

が年平均15回と多く、これによる農産物等へ

の被害が最も大きい。例えば、 1977年には5.5

万畝 (1畝=6.667a)の農作物に被害がて‘‘た

と報告されている。次いて、無霜期間 (6月

上旬-8月下旬）が短いことから早霜の被害

事例が多い。

(2) 地形及び土壌

眠山種畜場の位置する地域の地形は、甘粛

畜産技術 1994年11月号 $) 



省眠県閻井郷閻井村（北緯34°25'東経104°40')

を中心に東西30km、南北30kmの範囲に位置し、

大部分が北泰嶺山脈系に所属する典型的な山

地、丘陵地てある。

また、本地域の土壌は、眠県農業局の資料

によると、全般的に有効土層が厚く、有機物

含量、窒素、加里、燐に富み、酸度は中性～弱

塩甚性て‘‘草地の開発造成に当たって好条件の

土壌と判断され、草地開発利用上次のとおり

言うことがてきる。

ア．粘土含盤は 7-32%の範囲内てあり、土

性改良を必要とする土壌は存在しない。

イ．燐、加里及び窒素の祉は比較的多く土壌

は肥沃て‘‘あり、かつ、塩基置換容醤等が大

きいことから施肥量は比較的少量て‘‘良いと

判断て‘‘きる。

ウ.PH値は6.0-8.3の範囲内てあり、土壌

酸度改良を必要とする上壌は存在しない。

工 ．燐酸質土壌改良資材投入鼠は比較的少薗

て良く、平均燐酸投入贔は108kg/ha程度

と考えられる。

(3) 土地利用

眠山種畜場の位置する地域における土地利

用形態の概要は次のとおりてある。

（ア） 耕地は国から農家へ利用権が与えられ、

農家はソラマメ、菜種、大麦、小麦、裸麦、

燕麦及び馬鈴薯等を輪作て‘‘作付けしている。

一部、乾草用として、耕地にア）レファ）レフ

ァ、チモシーを作付けしている農家も存在

する。

（イ） 平地及び緩傾斜地の大部分及び集落周辺

ては、傾斜度20゚ 内外まて‘‘階段的に耕地化さ

れており栽培作物は主に自給用てある。ま

た、耕地化可能な土地の大半が耕地となっ

ており、この30年来面積の増減もないこと

等からこれ以上の耕地面積が拡大すること

はないと考えられる。

⑮ 畜産技術 1994年11月号

（ウ） 耕地以外の土地は、主に自然草地として

利用されている。自然草地は集落に近い部

分については、国から行政村単位て一定範

囲の土地の利用権が与えられ農家はこの自

然草地を共同利用して牧夫追い込み方式

（放牧監視人が家畜が畑に入らないように

監視しながら放牧する方法）により家畜の

放牧を行っている。

（エ） 自然草地については、利用権別に牧柵等

の明確な境界が存在する訳てはなく放牧家

畜は行政村間あるいは閻井郷と種畜場間て

相互に入会が行われている実態にある。

(4) 草地・畜産

ア．自然草地

眠山種畜場の位置する地域における畜産と

しての土地利用の主体は、広大に存在する自

然草地てある。自然草地の利用状況は、帳山

種畜場利用地と農民利用地ともはば同様てあ

るが、眠山種畜場利用地の例をみると各々の

分場の甚地に近い自然草地は一年中羊群の放

牧地として利用し、基地から遠く、かつ、標

高の高い自然草地は黄牛、ヤク、馬等の放牧

地として利用している。特に、標高が3,000m

を越える自然草地については、ヤクを中心に

通年放牧されている。自然草地は、標高、気

温、降水量及び乾燥度等の自然条件に応じた

様々な植生が観察される。

自然草地の 1ha当たりの生産草籠は3,750

kg-11, 250kgの範囲にあり全体の平均ては

6,000kgてある。

イ．飼料作物及び配合飼料

年間を通じて家畜の飼料の主体は自然草地

の野草てある。眠山種畜場ては、羊の冬期含

飼の補給飼料として青燕麦とチモシーを乾草

として利用している。

このほか、耕地に栽培されている小麦、大

麦及び燕麦等の麦程類が冬期間の貴重な飼料

....... 



となっており、混播牧草等による本格的な人

1草地の利用は行われていない。

配合飼料の生産は養鶏用、養豚用及び乳牛

/llを中心に行われており肉用牛用はほとんど

生産されていない。

ウ．飼養家畜及び家畜改良

『）黄牛

問井郷て‘飼養されている牛の約半数は小型

蒙古牛の血統に属する在来黄牛てある。黄牛

諏良は進んておらず、体格は小型てある。

今後体格面の改良を進めるとともに栄養水準

lの向上、飼育管理技術の改善が必要て｀ある。
（イ）煽牛

偏牛はヤクの雌に黄牛やシンメンター）レ

(simmental)種の雄を、あるいはその逆の組

合せにより種間交雑して生産したものて、雑

翻勢効果により親牛より体格が向上すると

ともに体重も増加し、泌乳量も増加する。厳

しい環境条件に適応する能力も有しており、

闘井郷の農家の多くが役畜として飼育してい

る。特に、シンメンター）レ種を交配した交雑

種については、体高が高い、体長が長い、肋

張りが良い、胸深が深い等の肉用型の索地を

待つ体型てある。 しかし、肉用型として系統

lだった改良が進められている訳てはなく、ヤ
クの特性が後饂にてて尻の傾斜は強く、後謳

狐l付き、尻の肉付き等に改良の余地を残し

ている。現状ては役牛としての利用が主体て‘

蒻ことを考えれば当然てあるが、今後肉牛

tしての改良における課題てある。

1ウ）ヤク

ヤクは煽牛生産用として飼育されている。

中目の代表的なヤクのひとってある四川省の

這粍牛は体高が雄135.7cm、雌113.3cmて、

精は雄400kg以上、雌300kg程度になるとさ

れているが、本地域のヤクはそれと比べると

やゃ小型てある。

（エ）羊

本地域て飼われている羊は、蒙古羊、蔵羊、

欧拉羊等の在来羊とこれらの雑種てある。こ

れらの毛肉生産能力を改良する目的てゞ、眠山

種畜場て‘‘はレスタ一種を導入している。

家畜改良を推進するに当たって重要な役割

をはたす人工授精の実施状況についてみると、

甘粛省には岡州市と武威地区の 2ヵ所に人工

授精センターがあり凍結精液を供給している

が、甘粛省における牛の人工授精の実施状況

は、乳用牛も含めて成雌牛飼養頭数に対する

人工授精頭数割合は10%程度に過ぎない状況

にあり、閻井郷のある眠県についてみると 4

％程度となっている。

工．家畜の飼蓑管理状況

眠山種畜場の位置する地域における家畜の

飼養管理上最も問題になることは、夏期と冬

期の間て‘‘給与飼料の需給不均衡が生ずること

てある。

すなわち、夏期(5月下旬-10月中旬の165

日間）については草量の豊富な自然草地放牧

によって栄養需要籠が満たされていると考え

られるが、冬期(11月初旬-5月中旬の200日

間）の栄養供給量が不足することてある。

家畜は冬期間も自然草地に放牧され枯草を

採食しており、自然草地からの栄養供給に加

えて、麦幹、ソラマメの穀、菜種の英等の耕

種部門からの栄養供給もあるが、夏期につい

ては自然草地の野草て''100%需要量を満たし

ている状態とすれば、冬期は必要養分量を満

たすことがてきない程の栄養水準となってい

ると推察される。この栄養水準て‘‘は家畜体重

維持分の栄養を確保て‘‘きない状態てあり、夏

期に貯えた栄養分を消費して越冬することと

なり、冬期間に著しく体重が減少する家畜が

存在する状況にある。大小の差はあるものの
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冬期の栄養供給量の不足は本地域全体にかか

わる問題てある。今後の課題として、家畜栄

養供給量の絶対量の増大とともに、通年の栄

養供給量の平均化を図る必要がある。

オ．畜産物の流通、消費

眠山種畜場の位罹する地域における畜産物

の流通は、交通手段や処理加工施設の未整備

等から生体ての流通が主体てある。眠山種畜

場て‘生産された家畜の大半は種畜及び繁殖素

牛用として閻井郷及び周辺地域に生体て販売

している。

現在、閻井郷においては、牛は役用主体、

羊は羊毛生産が主体てあり、肉用として出荷

されているものは廃用の牛、羊てある。これ

らはいずれも自由市場を通じて販売されてい

る。

甘粛省における牛肉の需給はほぼ均衡がと

れており、他省への出荷、他省からの入荷も

多少あるがほぱ自給している状態にある。

甘粛省内においても将来、省民の所得の向

上、観光客の増大等により高品質な牛肉に対

する大幅な需要増が見込まれている。

3 . 研究の成果

前述のような地域の実態に鑑み、地域の牧

畜業の振興を図るためには、草地改良による

飼養家畜の増頭及び家畜改良、飼養管理技術

の改善等を行うことによる家畜の生産性向上

を図る技術の研究開発が緊急課題となってい

ることから、肉用牛改良、飼養管理、草地改

良及び草地・利用についての基礎的研究の一

環として各種の試験を行った。

その結果を要約すると次のとおりてある。

(1) 肉用牛改良・飼養管理関係

ア．優良種雄牛の選抜試験（産肉能力検定試

験）については、各検定次ごとに差はみら

れるものの飼養管理の改善によって生産性
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の高い種雄牛の生産が可能てあった。

イ．肉用牛の交雑性能試験については、黄牛

にヤク、ホルスタイン及びシンメンタール

を交配した一代雑種についての試験を行っ

たが、産肉能力においてどの交雑品種も黄

牛に比べると良好な発育が期待てき、産肉

量においてはホルスタインを交配したもの

が最も良好てあった。繁殖能力については

栄養条件を改善することて‘少なくとも現状

よりは向上てきることが伺えた。

ウ．肉用牛（ヤク）の飼養管理試験について

は、当地の一般的な飼養管理下にあるヤク

よりも良好な飼養管理の下ては発育増体も

良くなり、繁殖率も改善され、加えてヤク

の特性として放牧管理に適した家畜てある

ことが示唆された。

工．肉用牛（ヤク）の肥育試験については、

全体的に増体は低かったものの枝肉の成績

は概ね良好て‘あった。また、少なくとも肥

育したものは現在市場て‘販売されている牛

肉よりも高く評価されることが期待てきた。

(2) 草地改良・管理利用関係

ア．牧草の草種・品種の選定試験については、

禾本科牧草てはメドーフェスクク、スムー

スブロームグラス及びチモシーの在来種が

生育良好て‘オーチャードグラス、 トールフ

ェスク、レッドトップ及びチモシーの日本

から導入した品種（ノサップ、ホクオウ、

ホクシュウ）は生育が悪かった。マメ科牧

草てはアルファルフアの日本から導入した

品種（サラナック、キタワカバ）及びイガ

マメが生育良好て‘アカクローバ、シロクロ

ーバ及びアルファルファの在来種は生育が

悪かった。

イ．草地造成工法試験については、反転耕起

区及び粗耕起区ては牧草の定着が良く直播

区及び蹄耕起区ては定着が悪かった。但し、
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本試験における蹄耕起区ては畜主の協力が

得られず十分な播種床造成が出来なかった

ことが定着不良の原因てあることが判明し

ているのて‘、さらに試験を重ねて当地ての

低コスト草地造成法として定着させること

は有望て‘‘ある。

り．草地栽培管理試験については、原植生に

イガマメを導入した区ては他の野草と良く

共存し生育状態も良い。また、アルファル

ファを導入した区て‘‘は草丈はあまり高くな

いものの定着しているように見える。 しか

lし、アカクローバ及びシロクローバを導入
した区ては生育状態が悪い。

ェ．牧草の収穫調製貯蔵試験については、当

地方ては牧草の収穫は一年に一回しか出来

ないと言われているが二番草の収穫を試み

たが出来なかった。機械により収穫した一

番草は乾牧草及びバッグサイレージに調整

した。当地において機械体系により粗飼料

を生産することは技術的には可能てあるが、

現時点ては機械のメインテナンス及び生産

コストの面て困難てある。

0. 今後の課題

~ I) 現状と問題点

当地て‘農民の所得の向上を図るために、農

紐び牧畜業の振興を図って行くに当たって

堵般の問題を内包しており、自然環境、社

環境及び牧畜業は次のような現状にある。

7. 自然環境

自然環境について見ると、すて‘に述べたと

bり、苛酷な気象条件に加えて、この30年来

調の増減がなく経営規模の拡大は農家戸数

滋少以外にはないという条件のもとて、耕

亀以外の土地は急傾斜地あるいは湿地となっ

'おり、主としてこれらの土地て家畜が自然

穀により飼養されている。

また、地域住民の生活に不可欠な炊事用あ

るいは暖房用の燃料には灌木を使っているが、

この灌木も民家の周辺のものはすべて取りつ

くしてしまっており、現在ては往復3日を要

する遠隔地から直径5cm程度の灌木を根ごと

採取して牛車て運んてきて使っている現状に

あり、採取した跡地への植樹は全く行われて

いないのて、この燃料採取地は年々遠くなっ

ており、採取が不可能となる日、換言すれば

この地域ての人間の居住が不可能となる日も

遠い将来のことてはないと思われる。

このような生活に不可欠な燃料の輻迫に加

えて、飲料水及び生活用水は放牧地のなかを

流れている川の水を使っており、極めて不衛

生な状態にある。

イ．社会環境

当地は甘粛省の省都てある閾州市から350

kmも離れており、自然環境の厳しさに加えて、

社会環境も極めて厳しい状況にある。すなわ

ち、電気が年間を通じて安定的に供給されな

いこと、道路整備が遅れているために蘭州へ

の幹線道路が降雨時には通行が不可能になる

ところがある等インフラの整備が極端に遅れ

ていることに加えて、地域住民の所得が極め

て低いために、衣食住の水準も極めて低い状

態にある。

このような厳しい自然環境及び社会環境の

なかにあって、現在、地域住民は生活の糧を

得るために当地ての栽培に適さない雹害ある

いは霜害を受けやすい自給用作物あるいは換

金用作物を作らざるを得ない状況下におかれ

ている。

ウ．牧畜業の現状

前述のとおり当地て自給用作物あるいは換

金用作物を栽培することは非常にリスクが大

きく毎年安定した収量又は所得を得ることは

困難な状況にあり、安定した収量ひいては安
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定した所得を得るためには、低温に耐え雹害

又は霜害を受けにくい草地畜産への移行が必

要と考えられる。

このような状況下にあって中国政府は農業

重点開発政策の一環として牧畜業の振興にカ

を入れており、甘粛省は十大牧畜振興地域の

一つとして位置づけられ、牧畜開発の重点地

区とされている。

当地域の牧畜業の振興を図るに当たって考

えられる方向としては、酪農の振興、肉用牛

の振興及びその他の草食家畜の振興が考えら

れるが、畜産物の需要の現状からみても、当

面は、現在、当地域に定着している肉用牛の

振興を図ることが妥当な方向と考えられる。

肉用牛の振興を図るに当たっては、草地の

生産性向上、湿地等の未利用地の有効利用に

よる飼養家畜の増頭及び家畜改良、飼養管理

技術の改善等を行うことによる家畜の生産性

向上を図る技術の研究開発が緊急課題となっ

ている。

しかしながら、現在の肉用牛の飼養形態は

耕地として利用不可能な傾斜地あるいは湿地

等にある自然草地ての周年放牧に近い粗放的

な飼養形態てある。しかも、長年にわたる略

奪的な過放牧により植生は疲弊し、樹木は全

くなく可食草の量はきわめて少ない状況にあ

る。このため、春から夏にかけての放牧期間

中にあっても発育は極めて悪く、特に、草地

の牧養力が低下する冬期には家畜の栄養摂取

量が減少し、家畜の体重減少、繁殖性の低下

及び栄養不足による死亡等をもたらしている。

(2) 今後の対応策

このような状況を改善するための方策とし

ては、生産技術面から見れば、究極的には、

リスクの大きい自給用作物及び換金用作物栽

培から人工草地に転換し、「草種・品種の選定

試験」て当地に適応することが確認されたチ
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モシー、アルファルファ等を栽培し草地の生

産性の向上を図り、計画的な管理利用を行う

ことが好ましいと考えられる。

しかしながら、現在の中国における肉用牛

の生産、流通、消費の現状、牛肉価格の形成

及びインフラ整備の現状等の諸条件を考えあ

わせてみると、一挙に、この段階まて飛躍さ

せることは困難てあると考えられる。

諸外国においては、肉用牛に限らず農産物

の生産は消費の動向及び消費の動向に連動し

ている価格、流通の現状等に沿って行われて

いるが、現在のところ消費者及び流通業者サ

イドからの目立った要請はないのて、生産者

サイドにおいて現在おかれた自然的、社会的

あるいは経済的環境のなかての増産対策を講

じるとともに、生産された肉用牛に付加価値

をつけて販売する等の努力をすることが必要

と考えられる。

例えば、生産段階においては、社会資本の

蓄積の少ない現時点においては、多くの投資

を必要とする機械力による人工草地の造成は

困難てあるのて‘‘過渡的な方法として、中国の

東北地方に自生している無肥料て収穫てきる

という羊草等の導入あるいは傾斜地への葛の

導入による自然草地の生産力の向上及び蹄耕

法による小規模な草地の継続的な造成、効率

的な放牧方法の検討、湿地に葦を導入して飼

料あるいは燃料として利用する等の方策を検

討することも一案として考えられる。このよ

うな増産のための努力とともに、生産された

肉用牛に付加価値をつけて販売する方法とし

ては、中国てはまだ普及していないが、強力

な行政指導のもとに生産された肉用牛の部位

別販売、即ち、 ロース及びヒレ等の高級部位

は蘭州のホテル、レストラン等に西洋料理の

材料として販売する道を開くとともに、
その

他の部位については現地において比較的少額
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康資て生産て‘きると考えられるコーンビー

7 (corned beef)あるいは煮沸肉等の料理の

素材に加工して遠隔地への出荷が出来るよう

,: することも一案として考えられる。このよ

うな生産者サイドからの現時点における所得

僧大のための努力を重ねつつ、消費動向の変

化に沿って必要に応じて肥育牛の出荷を試み

つつ消費市場への定着化、消費動向に沿った

改良を進めて行くとともに産肉能力向上のた

りの改良を進めて行く必要がある。

このような生産者サイドの努力も重要てあ

l狂、牛肉を含めて畜産物は迂回生産物てあ
り、 他の農産物に比較して相対的に価格の高

噌i品てあることから、本当の意味ての牧畜

業の振興のためには国民所得の増大に伴い食

生活が高度化し、多様化するという環境の醸

成が重要な要因となろう。

（付記）

本文中に家畜の飼料を得る過渡的な方法と

して、湿地への葦の導入を一案として提案し

たが、このことについては現地において 2回

にわたり播種を試みた。第 1回目は1993年 4

月下旬にアメリカ産のリードカナリ ーグラス、

第 2回目は1993年10月下旬に現地産（張液）

の葦の種を採種して播種した。現地産の葦に

ついては発芽試験をして発芽を確認済みてあ

る。

,· · · · ·-·-・ー・-·-・ー・ー・ー・-·-・ー・-·-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・一•ー・ー・ー・ー・-・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・-・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・一・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・-・ー・-・-・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-,
卸売市場検査官（競馬監督課競馬監督！
官）

森本明徳動物検疫所検疫部長（動物検疫所神戸 i
支所長）

弘 動物検疫所神戸支所長（動物検疫所成 i
田支所次長）

菊地一郎東海混政局生産流通部畜産課課長補！
佐・草地（家畜改良センター奥羽牧場種！

（畜産局10月1日付） 畜課課長補佐）

：小野田卓上 畜政課課長補佐・管理班担当（大臣官房 中山直子 近畿煤政局出向•生産流通部畜産課煤 i
： 秘書課管理者） 政調整官・畜産振興（家畜改良センター ！ 

潜 昭治畜産経営課課長補佐・研究研修班担当 兵庫牧場業務第二課衛生係長） i 

（自給飼料課草地改良指導官兼構造改 退職

， 善局総務課） 菊岡保人 中国四国混政局長 i 

：吉津栄一競馬監督課競馬監督官（近畿牒政局生 橋本鋼二北陸牒業試験場長 i 

l潅 9
； 産流通部畜産課混政調整官（畜産振興） 堀尾 房造 中国農業試験場長

＇，、 一博九州煤政局生産流通部企業流通課中央 勝又稔 牛乳乳製品課企画官
·······-·-・—・-・ー・-・ー・ー・ー・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・—•・ー・ー・-・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・-・-・-・-・ー・-・-・-・-・-・-・＿、ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・ー・-・-・ー・ー・ー・-・ー・-・-・ー・ー・-・-ヽー・ー・＿、-・-・

人の動き （農林水産省10月1日付）

山日保身 中国四国混政局長（北海道発庁北海道
開発局農業水産部長）

晃北陸混業試験場長（北陸煤業試験場企
画連絡室長）

：小泉浩郎 中国煤業試験場長（東北農業試験場企
， 画連絡室長）

中根 湊

第3回畜産系先端生物科学研究講演会のお知らせ
日 時：平成 6年11月10日（木） 14: 00-17: 00 

場 所：東京都文京区湯島 3丁目 6番 1号 (Tel(03) 3832-4291) 

全ラ連会館 5階講堂 （地下鉄千代田線「湯島」駅出口No.5 徒歩 5分）

講 演：「GnRHニューロンは鼻か ら生まれ脳内に移住する」
新井康允（順天堂大学医学部教授）

「フェロモンによるGnRHニューロンの活動調節」
森裕司（東京大学農学部助教授）

出席者：渡辺格（慶応大学名誉教授），青木清（上智大学教授）

参加費：無料（多くの方々のご来聴をお願いします。）

主 催：⑭農林水産技術情報協会
後 援：閻畜産技術協会

問合せ先：拙農林水産技術情報協会

〒103東京都中央区日本橋兜町15-6 
云 (03)3667-893H代
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l . 豊翔誕生

平成 5年9月21日，本県中小乳業者4社は，

製造部門を統廃合することて‘合理化を図り，

~ !: つ芋て二本質：：:::: こし!~: 目：勺とし
？ クク 豊かに翔（と）ぶと書いて「はうしょう」

大分県

進む中小乳業の
合理化

藤木隆 (TAKASHI FU JIKI) 

大分県農政部畜産課

---一 一

... 
'~.,, ● 9 ・ヽ,,',¥ ..、..,,,•,,:,t'i>'• 
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と読みます。新たなスタートを切るにあたり，

若々しいイメージをと付けた名前て‘す。

国内外をめぐる厳しい酪農・乳業情勢のな

かて‘，これら 4社にとっては，生き残りをかけ

た並々ならぬ決意をもっての取り組みてした。

（乳業協同組合豊翔の概要）

・所在地

大分県北海部郡佐賀関町大字関750番地の8

・構成員有限会社古山乳業

・出資金

合資会社

有限会社

有限会社

富士ミルクプラント

東邦乳業

板井牧場

300,000 X 4名=1,200,000円

2 . 県内乳業の概況

本県の生乳生産量は約8万7千トン（平成

4年），全国の約 1%にあたります。そのう

ち， 96%が指定生乳生産者団体から全国酪農

業協同組合連合会を通して各乳業者に配乳さ

れており， さらにこのうちの約6万6千トン

が県内乳業工場に於て処理されています。

また，乳業工場は九州乳業掬大分工場をは

じめ 9工場が県内に点在していましたが，そ

の中心的存在は北部九州地区の余乳調整機能

の役割も担っている九州乳業大分工場てある

といえます。その他，豊翔の組合員の外に九

州乳業日田工場（発酵乳がメイン），農協プラ

ントてある南豊酪農業協同組合，下郷農業協

同組合，観光牧場として機能している（有）

くじゅうファームがあります。



衷1 学乳依存率

区分
A社I雑 B社 C社 D社 4者計 県全体

県内での

シェア％

I I 

雑処理量
I, 131 325 418 139 2,013 66,115 3.0 

1粍臨IKL 191 238 284 115 828 6,223 13.3 

｝ ％ 

雑依存幸
17 .6 76.3 70.8 86.2 42.8 9.8 

汲平成4年度実績

御古山乳業，筒富士ミルクプラント，侑）東

訊業，侑板井牧場 4社の処理量計は県内エ

場処理量全体の約3%と低く，学乳依存度に

lついて見るとA社を除き70-86%と非常に高
い比率となっています（表 1)。

また，取扱品目も 1社を除き，ほとんどが

詞牛乳のみの生産てあり，乳製品等につい

ては，大手メーカーからの仕入販売となって

おり，販売先も学乳を含め宅配と商店あるい

はスーバー等，工場周辺地区が主て‘‘す。

3 . 豊翔設立の目的

大手乳業者に比べ価格競争力，販売網，商

品開発力等の劣る本県の中小乳業者において

は人件費等高騰する諸経費の価格への転嫁が

惟しい状況にあり，特に学乳依存度の高い中

fl'乳業者は，学乳需用の減少とあわせ稼働率
嗅い老朽施設を抱え，苦しい経営を強いら

れています。

このため前記4社は数次にわたり協議を重

hた結果，施設の統配合，人件費の削減等の

譴化により，製造コストの低滅を図るとと

に，新技術の導入，新製品の開発，新規販

格の開拓を行うなどの協同事業を行い，組合

員の自主的な経済活動を促進し，かつ， その

臨的地位の向上を図ることを目的として，

礼業協同組合豊翔を設立しました。

こうして平成 6年度からの製造の一本化を

睛し，各組合員はアドバイザー等も交え問

題点改善のための方策を探るべく，急ヒ°ッチ

に作業を開始しました（畜産活性化総合対策

関係補助金活用）。

4 . 問題点と改善の方向

各組合員とも生産能力に比し，機械の稼働

率が極めて低く生産コストの圧迫要因となっ

ていました。

また，現状の生産量ては新たな設備投資は

難しいため，老朽化した施設を抱えたところ

ては設備の更新がてきず修繕費の負担に耐え

られず早晩廃業も検討せざるを得ないという

状況て‘した。このため，現有施設の統廃合に

よる稼働率の向上と合わせ施設の更新も検討

しました。

5 . 生産資材の共同購入，製品の共同販
売等

製品価格の引き上げが極めて困難な中て',

人件費等の諸経費が高騰しており，生産資材

の調達コストや販売コストの低減による生産

原価の引き下げは営業利益確保のための重要

な課題て‘‘す。このため， 4.の改善方向とあわせ

た生産資材の共同購入による仕入れ原価の低

減並びに製造部門集約て生じた余力を販売体

制の確立に生かすなどの工夫が求められます。

6 . 学乳供給の合理化

古山乳業以外は学乳依存度が極めて高く，

学乳供給日（年間約180日）以外の牛乳の販売

先確保と原料乳仕入れ量の変動並びに特定の

時間帯に配送が集中する学乳供給日の労働力

確保と労働効率の低下，人件費の増等はいず

れも経営合理化の阻害要因となっており，一

方て，児童• 生徒数減による学乳供給量の減

少が施設稼働率の低下，販売嵩の減少に直結

するなど，学乳依存度を引き下げ経営体質の

畜産技術 1994年11月号 Oり



強化を図ることが急務となっています。この

ため，学乳依存度の低い乳業者と高い乳業者

との相互補完体制が必要て‘‘あると考えました。

7 . 労働力の合理化

各社の製造部門を見ると，古山乳業6名，

富士ミルクプラント 5名，東邦乳業3名，板

井牧場 3名（内 1名は事務との兼任）の計17

名て‘ヽ， この中にはかなりの高齢者も含まれて

います。また，平成 6年4月から労働時間が

週44時間に，将来は40時間へと短縮される方

向にある中て‘‘， コスト増につながる人員増あ

るいは高能力施設の導入は困難な状況て‘‘す。

このため， 4.の改善方向の施設の稼働率，労

働効率の改善により，要員の削滅あるいは他

部門への配転を検討する必要があります。

8 . 製品流通の合理化

製品流通は各組合員がそれぞれ独自に行っ

ていましたが，古山乳業以外はビン装による

供給を行っており，回収コストの問題等て‘‘新

たな販路拡大が難しくなっています。このた

め，組合共同生産体制のもとて‘‘古山乳業に一

つの配送センターとしての機能を付与するこ

と並びに紙容器による製品供給に切り替える

など，物流を効率化する必要があります。

9 . 新製品及び新技術の導入

今後の牛乳・乳製品の製品需要を喚起し，

企業の業績を向上させるためには，消費者ニ

ーズに合った新商品開発や新技術の導入によ

る品質•生産性の向上が不可欠て‘すが，現状

の各組合員の生産販売体制ては開発のための

余力を生み出せないのが実態てゞす。このため，

4. 及び5.の改善の方向を実施する中て‘ヽ，異業

種との交流拡大，新製品開発のための調査研

究，新型設備の導入にむけた資金調達力の強

R 畜産技術 1994年11月号

化などの取り組みが必要て‘‘す。

10. 協同製造のスタート

以上のような各問題点の検討結果を踏まえ，

本年4月から一斉に製造を一本化，学乳につ

いても「はうしょう牛乳」という名前て｀すべ

て紙パックて供給を開始しました。

また，今年度は新たに施設の更新を行い（畜

産振興事業団の補助事業を活用），新しい展開

を図っていく予定て‘‘す。

ここにいたるまて‘‘に，小さな問題がいくつ

か生じましたが， それらをクリアーてきたの

は背水の陣の構えがあってこそだと思います。

豊翔にとってこれからが本当の試練かも知

れませんが，各組合員の団結する力があれば，

組織は小さいながらも必ずや乳業界に於て大

きく気をはいてくれると期待しています。

合理化計画フローチャート

本部事業所
（古山乳業）

製品の販売

製品の販売

製品の配送

乳業共同組合「豊・翔」
（製造施設所在地．佐賀
関町旧古山乳業工場）

• 生乳・乳穀品（統一ブ
フンド製品）の共同生
産工場

・物流センター

• 新製品開発

・施設の整備、更新

各組合員の県内における位置関係

87km 



一
世界の牛肉の輸出入割合

ー

＇

（輸入）

EU, アメリカの牛肉の輸入状況

は横ばいで推移しているのに対し、

日本では過去 5年間で約 2倍に輸

入量が廷ぴている。

世界の牛肉の輪入
Share(Percent of Volume) 

100 

90 

その他の国

メコシコ
aoH /1 r /1炊対 Wl11四 エジプト

韓国

70t日口昌昌冒カナダ

I]眉屑I[日本
30 

20 

．．．．． 米国
10 

゜ 1992 1993 1994 
（推定値）

（輸出）

オーストラリア， EU, アメリ

カ，ニュージーランドの輸出量の

合計は，総輸出量の約 6割を占め

ており，特にオーストラリアは，

総輸出量の 2割強を占める牛肉の

輸出大国となっている。
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世界の牛肉の輪出
Share(Percent of Volume) 

その他の国

カナダ
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アメリカ

EU 

オーストラリア

1990 1991 1992 1993 1994 
（推定値）

資料： USDA作成資料
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乳用牛の飼養動向（平成6年8月現在）

1 . 平成 6年8月1日現在の乳用

牛の飼養頭数は，生乳の需給緩

和に伴い，経産牛のとう汰等が

行われたことから，200万1千頭

と前年に比べ4%減少。
2. 状態別ては，前年に比べて経

産牛が2%,末経産牛が6%そ
れぞれ滅少したが，経産牛のう

ち搾乳牛は，夏場の猛暑の下て｀

生乳生産を確保するため 1%の
わずかな減少。

3. 年齢別の頭数は，前年に比べ

て各年齢層とも減少し，特に 1

歳牛は 6%減少。
4. 平成 6年2月-7月の分べん

頭数は，前年の同時期に比べ 1

％減少。

璧）

経
産
牛一

゜
5
 

数）

一

対前年同月日｛：：：
経産牛
未経産牛

゜昭6061 62 63平元 2 3 4 5 6年資料：農林水産省「乳用牛の飼養動向」 （以下同様）

図 1 乳用牛の飼養頭数の推移

表 1 状態別飼養頭数（平成 6年 8月 1日現在）
単位｛実数： I ,ODO頭
比率：％

区 分 総頭数
経 産 牛

未経産牛
計 搾乳牛 乾乳牛

実 数 2,001 1,245 1,075 170 756 
対前年同月比 96 98 99 90 94 

表 2 年齢別飼養頭数（平成 6年 8月 1日現在） 単位｛実数： I ,DOD頭
比率：％

区 分 計 1歳未満 I 2 3 ~ 8 9歳以上

実 数 2,001 352 293 283 1,024 49 
対前年同月比 96 96 94 97 97 96 

表 3 月別分ぺん頭数（月間）

I I I I I 
区分 1
平

5.81 9 I 10 I 11 I 12 16.1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 

平5.8~6.I 

単位： I ,000頭
~ 一

平6.2~6.7

実数 I90 92 90 93 96 89 83 97 99 93 89 87 550 98 549 
%
9
9
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会員だより

佐賀県畜産技術者運盟

佐賀県農業と畜産施策の方向について

） 本県農業は，米・麦を中心に，温州みかん，
仔菜，畜産等を逐次取り入れながら多様な農

業生産を展開し，全国にも誇れる数多くの産

品を生み出し，本県の基礎的産業として位置

付けられています。

本県農業の施策の碁本方向は，

l①消費者ニーズを先取りした多彩な産地づく
り

R自立専業農家等を中心とした農業の確立

R農業確立のための基盤づくりの推進

Rうるおいと活力ある農村づくりの推進

R緑豊かな農業・農村の役割発揮

を総合的に推進し， 21世紀に向け，魅力ある

晨業の確立と活力ある農村の形成を目指すこ

とてあります。

とくに畜産おいては，高品質・低コストの

畜産の振興を図るため，

詞とりある酪農経営の確立

蒻柄「佐賀牛」生産基盤の拡充

~ R 高品質・低コスト養豚経営の確立
c消費者ニーズに対応した安全な鶏卵・鶏肉

の生産

.. 

R飼料基盤に立脚した畜産経営の確立

を5本柱として，生産から流通，消費に亘る

齢合的な施策を展開しているところてありま

す。

佐賀県畜産技術者連盟の紹介

当連盟は，「佐賀県畜産技術者の知識，技術

頭上並びに相互の親睦を図り，佐賀県の畜

産振興に寄与する」ことを目的として昭和30

年代に設立され，平成 6年度会員数は県会員

243名，賛助会員10団体て‘，その構成は，県関

係機関や市町村，さらに農業団体等の畜産関

係職員からなっております。

県会員のうち43名が閻畜産技術協会（全国

協会） 1号会員（全国会員）てあり， この全

国会員数は， 日頃からの全国会員への勧誘や

全国協会の地域畜産技術活性化特別対策事業

の実施により，わずかて‘‘すが増加傾向て‘‘推移

しています。

当連盟の主な活動は，年 1回ずつ開催する

研修会とシンボジウムが2大行事となってお

り，平成 3年度からは全国協会助成による特

別対策事業の実施も併せて，畜産関係の各種

情報等の交換に取り組んてきたところてあり

ます。

畜産をめぐる諸情勢は， U・R合意案受入や

畜産物の輸入攻勢，さらに国内の産地間競争

の激化等により大きく変貌しており，畜産農

家へ的確な技術指導・助言を行う我々畜産技

術者の役割は一層重要なものとなっておりま

す。

今後とも畜産技術者の連携強化と畜産技術

の相互研鑽に努め，本県畜産の振興に寄与し

ていくため，当連盟活動の一層の充実を図っ

ていきたいと考えています。

（森隆幸）

佐賀県家畜の飼養戸数と頭羽数 (H6.2.I) 

（戸、頭、千羽、％）

区 分 飼養戸数 飼養頭数 前年対比

乳 用牛 380 10,500 93.8 
肉 用牛 2,010 62,600 104.0 
豚 210 98,900 102.6 
採卵鶉 90 1,411 94.3 
プロイラー 116 3,869 96.8 
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会員だより

社日本ホルスタイン登録協会

1 . 協会の成り立ち

わが国にホルスタイン種牛が初めて輪入さ

れたのは， 1889形（明22) にアメリカ，オラ

ンダからの30頭とされ，以後105年余を経た今

日ては， 日本の乳牛の殆んどがこの品種てそ

の数は200万頭を越えている。

登録協会は， この種牛の優良な血統を保存

普及し， その形質の改良と能力の向上を図る

とともに，会員相互の利益を増進することを

目的として設立されている。

登録機関の変遷は別掲のとおりてあるが，

その創設は1911年（明44) 5月9日，社団法

人日本閾牛協会に始まり，ホルスタイン種の

登録事業はここから連綿として80有余年の歴

史を算え，今日に至っているが，現在の登録

協会は， 1948年（昭23) 5月28日に創立され，

北海道に支局を置いて事業を運営している。

2 . 協会の構成

協会は，会員によって構成されているが，

その資格は，①ホルスタイン種牛又は同種系

牛の所有者又は管理者てあってこれを繁殖に

供し，又は供しようとする者（正会員），②学

識経験者（名誉会員）③本会の目的に賛同す

る者（賛助会員）， となっている。平成 6年 3

月末現在の会員数は正会員30,209名，賛助会

員は団体が82団体，個人が503名てある。

また，組織としては，各都府県に支部又は

承認団体を置き登録業務の一部を委託して運

営しているが，団体の主なものは県酪連，ホ

ルスタイン協会，家畜改良協会，畜産会，経

済連などてある。さらに全国に約4,000名の登

録委員を委嘱し，登録事務を円滑に行うとと

もに現場の最先端にあって酪農家に対する指

導をお願いしている。

3. 協会の主なる事業と役割

前述の目的を達成するために，定款ては

①ホ種牛並びに同種系牛の登録及び検定②

登録簿及び機関誌の発行並びに図書の出版R

その他必要な事業， となっているが，最も重

要な血統登録は年間約20万頭，審査頭数は約

35,000頭，検定成績証明は北海道が主体て約

9万頭などてある。

また， 5年こーとに開催する全日本ホルスタ

ィン共進会は酪農界最大の祭典となっている

が， その第10回目を来年11月23-26日まて千

葉県て‘‘開くこととしている。

登録約100年の歴史の中て］登録の基本手法

は変わっていないが，酪農の発展に伴い乳牛

改良における登録の機能は著しく様変わりし

た。 とくに人工授精の発達，情報処理技術の

進歩，規模拡大，後代検定手法の高度化等に

よる協会の責務は益々重くなり，公益的性格

も著しく強められてきた。これからは，証明

書の発行という従来の機能に加えて，牛群検

定等の甚幹事業と協力しながら，改良繁殖に

必要な情報を積極的に酪農家や関係機関に提

供していかなければならない役割も加わって

きた。 （高橋正）

登録団体の変遷

I―― 

現在
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水の中で

今年は，世界湖沼会議が来年10月この霞ヶ 他，替察・消防署の職員並びに管轄の土木事

浦て開催される予定となっています。 務所の方等行政機関の多くの方，更にはヨッ

世界湖沼会議は1984年に滋質県て‘‘研究・行 トクラブ，ちょっと変わった協力者に凧の会

政・市民が一丸となって開催されました。こ があり彼らが揚げた大凧や連凧がゴールの目

の会議ては湖沼流域に関わる全ての人々が自 印となった。

然との調和を損なわないように行動し，湖沼 サボート部隊に私も乗り組み対岸の桜村和

~ I 現境の保全を図り総合的合理的に貢献するこ 田岬に向かいスタートを待っていると，やが
とが重要てあると認識され過去5回の成果を て水しぶきがあがり 130名が次々と泳ぎ始め

踏まえて，第 6回世界湖沼会議が本県霞ヶ浦 た。一班が約25名から30名て‘，私の受け持ち

を中心に土浦市つくば市において開催される は第 4班だ。やがて次々に隊列を組んだ人が

ことになりました。 私の乗った船の横を通過する。そこて‘‘一人一

私の住む土浦市には，毎年8月に霞ヶ浦を 人に声を掛け点呼を行い励ましていく。安全

泳いて横断しているグループがあり，このグ を確認し指導艇に報告し， その後並送する。

ループは，筑波大学体育学系の方を中心に一 こうして，直線距離にして2.5メートルおよそ

般市民て‘‘水泳が好きな人々が中心て活発な活 約 3キロメートルの霞ヶ浦の横断を楽しんだ。

動を行っています。特に今年は，フ゜レ第 6回 地球の環境を考えるなどと言われてもなか

世界湖沼会議（霞ヶ浦'95) と言うことて‘‘一層 なか身近な問題として捉え難いところがある

の盛り上がりを見せました。 7月31日に参加 が， このように自分の近くにある川ても海て‘

者約130名が霞ヶ浦の南部に位置する麻生町 も湖てゞも入ってみれば五官て感じとることが

の国民宿舎白帆荘に集合し登録手続きを開始 て‘‘き， そこから得られる情報は貴重且つ重要

l した。お世話をする人達（サポート部隊）は，てある。経験しそこから考えると言う碁本的
前日より泊まり込んて‘‘打ち合わせ等に余念が な姿勢を忘れてはいないか。情報社会にいる

なかった。準備万端整い班分けを行い 5グル 我々は，書籍を読むことて‘或いはマスメディ

ープに分けて泳ぐ‘人は対岸の桜村和田岬にバ ア（主として映像等）を通じて体験した如く

スて移動し，私たちサポート部隊は近隣の漁 感じているいわゆる疑似体験が本当のことと

協が協力してくれた船に乗り込み対岸に移動錯覚をしていないか，冷たい水の中て暫し考

した。湖水の水は土浦港て見るよりはるかに えた。

綺麗て］ とは言っても透明度は0.45メートル （ダボハゼ）

色調は薄いコーヒ一色てはあったが土浦港の

ように油分や打ち捨てられたビニール等はな

ヵ：二ふご’つ已；竺、'.!:!!~iし ~ 
たいと話しをしていた。我々サポート部隊の

畜産技術 1994年11月号 Q) 



中央だより

0畜産経営に起因する苦情発生件

数の状況

農林水産省畜産局が，毎年，都

経営に起因する苦情発生件数の平

成 5年の状況がとりまとめられた。

その概要は下記のとおりであり，

畜産経営に起因する苦情件数は，

に減少しているが，近年減少率鈍

化傾向にある。

道府県を通じて調査している畜産 昭和48年の12千件をピークに大幅

畜産経営に起因する苦情発生件数（平成 5年） （単位：件，％）

区分 水質汚濁関連 悪臭関連 害虫発生 その他 計

豚 550(47.0) 725(40.8) 30(I 0.4) 23(20.0) I , 055 (36. 9) 

鶉 103(8.8) 361 (20. 3) 187(64.9) 24(20. 9) 631 (22. I) 

乳用牛 374(32.0) 508(28.6) 38(13.2) 43(37 .4) 836(29.2) 

肉用牛 124(10.6) 147(8.3) 21(7.3) 12(10.4) 264(9.2) 

その他 19( I .6) 36(2 .0) 12(4.2) 13(11. 3) 75(2.6) 

計 I, 170 (I 00. 0) I, 777(100.0) 288 (I 00. 0) 115(100.0) 2、861(I 00. 0) 

構成比 40.9 62. I 10.1 4.0 

資料：畜産局調ペ

注 I: 調査時点は，各年とも 7月 1日現在で，各々過去 1年間における発生状況を把握
した。また，昭和45年には沖縄県を含まない。

2 : 苦情内容別発生件数は，苦情内容が相互に重複している場合を含む。
3 : その他の苦情は，騒音等が主体である。

年次別発生件数

14000 
＇ トー―------------------------------------------------------------------------------

12.000 r 11 .. 676 

—--------------------------------------------------------------------------------

10,000 > -----------

8 000• ー―---------＇ 

6 000• ー―---------＇ 

4,000• ー

2,000'-

゜

［コその他

mm肉用牛
四四乳用肉

一鶏
一豚

45年 48年 50年 55年 60年 元年 2年 3年 4年
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輝協力の動き (1994年9月）

専門家の派遣

，インドネシア家畜人工授精セン

ター強化計画 (F/U)

短期専門家（家畜飼養管理）

If中敏道（熊本県）

1994. 9. I ~1994.11.29 

0タイ中部酪農開発計画

l短期専門家（人工授精）
輝元生（家畜改良事業団）

1994.9.6 ~1994.11.10 

：プルガリア個別

短期専門家（乳酸発酵技術）

野田 勝彦（畜産技術協会会員）

1994. 9 . 14~ 1994. IO. 12 

2 調査団の派遣

〇タイ中部酪農開発計画打合わせ

調査

1994. 9 .18~1994. 9 .30 

〇中国天津酪農事業発展計画終了

時評価調査

1994. 9 .19~1994.10. I 

3 研修員の受入れ

〇インドネシア・家畜人工授精強

化計画C/P

研修科目及び人数：

飼養管理 2名

研修場所 ：家畜改良センター

研修期間：

1994. 9 . 19~ 1994. 12. 23 

〇インドネシア・動物医薬品品質

管理C/P

研修科目及び人数：

動物医薬品品質管理 1名

研修場所：動物医薬品検査所，

家畜改良センター他

研修期間：

1994. 9. 19~ 1994. 12. 23 

三

~
 
：「フジョーク」誕生

県中小家畜試験場において 7年

終費やし造成された大ヨークシ

1-種豚は．平成 6年 7月日本種

l笈登録協会の第50番目の系統造成
梵して認定された。系統豚の名

琳については，県の銘柄とするに

ぶさわしい名前を命名するため．

訊一般公募した。その結果．「フ

iヨーク」に決定した。

7ジョークは，斉一性．強健性

加）．繁殖1生産肉性．肉質に

9れた特徴を備えている。

特にフジョークは，全国では初

りてのSPF環境下において造成さ

虹t系統豚であり．消費者ニース令

である「より安全でよりおいしい

恥」との声を十分にその肉質

液映しており．今後．県産のプ

ランド肉生産に期待がもたれてい

る。

県では，平成 6年 1月に，系統

豚の増殖，普及推進を目的に静岡

県系統豚利用推進協議会を設立し

ており，今後この会を中心に円滑

な普及のための施策を展開してい

く予定である。

「フジョーク」は，「駿河若シャモ」

に続く県の特産畜産物であり，長

期低迷の続く養豚業界の最終兵器

として農家の熱い期待を集めてい

る。

（岩澤敏幸）

玉竺世］
0県の銘柄豚肉の愛称決定

健康豚肉 r飛騨けんとん／美濃

けんとん」

岐阜プランドの新しい豚肉とし

て県畜産試験場が開発した銘柄豚

肉を「飛騨けんとん／美濃けんと

ん」と命名した。

この豚肉は、平成 5年7月に認

定された大ヨークシャ一種系統豚

「ナガラヨーク」を利用して生産

される三元雑種。一般の豚より発

育が早いため、肉質が柔らかく脂

肪の割合が少いなど消費者の健康

志向に合った豚肉となっている。

愛称は全国から公募を行い，地域

を表す「飛騨・美濃」と健康志向

の豚肉を表す「けんとん」を合成

して決定された。

現在，平成 8年 1月の出荷を目

指して，この豚肉のより高品質化

のための飼料給与試験を実施中で，

「飛騨牛」「奥美濃古地鵡」に次ぐ

県のブランド畜産物として養豚関

係者の大きな期待を集めている。

（中島敏明）

畜産技術 1994年11月号 ~ 



~ 直
O「土佐ジロー」の種鶏能力検定鶏

舎の完成と増羽体制整備

高知県特産の放し飼い地渓島「土

佐ジロー」は，土佐地鵠とロード

アイランドレッドの一代雑種で，

卵はピタミンA,Eに富み，低脂肪

の肉質をもつ。

昭和63年に，飼育が開始されて

以来，卵，肉の需要は年々伸ぴ，

更に約15種類の加工品（かまぼこ，

日本そば，菓子類及びアイスクリ

ーム等）も開発され，増羽に向け

た種鶉供給基地の整備が必要とな

った。

そこで平成 5年度に，家畜改良

施設整備事業により， 自動システ

ムを備えた種鶏能力検定鶏舎を，

総事業費約 9千 7百万円で設置し，

平成10年度の目標である 6万羽体

制が整った。

これにより，県外への安定供給

と更なる新製品の開発が，今後可

能となった。

（吉村敦）

〇家畜保健衛生所の移転整備

県内には， 4ヶ所の家畜保健衛

生所がありますが，この度 4月に

新築移転しました宮古家畜保健衛

生所と宮古島の紹介を合わせて行

います。

宮古島は，沖縄本島から南西に

303キロメートル，石垣島から北東

に133キロメートルに位置し，山の

ない平坦な島です。島の畜産は，

90%以上が肉用牛生産農家で，家

畜は全体で約 1万 4千頭の規模で

あります。当所職員は，近年の多

様化・高度化する家畜衛生のニー

ズに対応し，地域に即した予防衛

生と畜産振興をモットーに頑張っ

ております。

（移転先）

沖縄県平良市西里1951番地

TEL (09807) 2-3321 

（概要）

鉄筋コンクリート平屋建て 505

m' 

（安富祖誠）

平

受
精
卵

移
植
室

薬
室

小
動
物
室窒衣更

竺

中
庭

図

書

資
料
室
ク

ト
イ
レ
ー辛＿

且I実験室・検査室
室室

講

習

室

事務室

器
材
室

教
材
室

⑫ 畜産技術 1994年11月号



と
ん
な
に
科
学
か
巽
達
し
て
も
、
あ
い
し
さ
を
つ

く
り
出
す
ワ
↑
と
は
、
ま
た
大
自
然
に
は
か
な
い
ま

せ
ん
。
た
か
ら
雪
印
は
、
自
熱
か
つ
く
り
出
し
た

あ
い
し
い
も
の
を
、

i
J
さ
る
た
け
自
熱
さ
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
纏
み
合
わ
せ
た
り
ま
せ
合
わ
せ
た

り
、
聘
に
は
霧
酵
さ
せ
亀
輌
し
い
あ
い
し
さ
、
儘

麿
に
役
立
つ
あ
い
し
さ
を
つ
く
り
出
す
の
に
夢
中

-
J
と
り
纏
ん
て
さ
ま
し
た
。
土
を
作
り
、
草
を
育

て
、
あ
い
し
い
牛
JL
を
生
麿
す
る
な
と
、
常
に
自

熱
に
学
U
、
自
黙
と
手
を
た
す
さ
え
、
覇
し
い
悶

品
の
闘
巽
に
力
を
注
い
一
J

い
ま
す
。



Reborn 
「絞りだす」から「押すだけ」へ。 より使いやすく 't.まれ変わりました。

大変永らくお待せしました。
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